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【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 

 



ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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M30290T2-CPE

M16C/26A, 28, 29グループ用コンパクトエミュレータ



 
 

安全設計に関するお願い 
1. 弊社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品は故障が発生したり、

誤動作する場合があります。弊社の半導体製品の故障又は誤動作によって結果とし

て、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じさせないような安全性を考慮した

冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計に十分ご留意ください。

本資料ご利用に際しての留意事項

1. 本資料は、お客様が用途に応じた適切なルネサス テクノロジ製品をご購入いただく

ための参考資料であり、本資料中に記載の技術情報についてルネサス テクノロジが

所有する知的財産権その他の権利の実施、使用を許諾するものではありません。 

2. 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズム その他応用回路例

の使用に起因する損害、第三者所有の権利に対する侵害に関し、ルネサス テクノロ

ジは責任を負いません。 

3. 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他全ての情報

は本資料発行時点のものであり、ルネサス テクノロジは、予告なしに、本資料に記

載した製品または仕様を変更することがあります。ルネサス テクノロジ半導体製品

のご購入に当たりましては、事前にルネサス テクノロジ、ルネサス販売または特約

店へ最新の情報をご確認頂きますとともに、ルネサス テクノロジホームページ

（http://www.renesas.com）などを通じて公開される情報に常にご注意ください。 

4. 本資料に記載した情報は、正確を期すため、慎重に制作したものですが万一本資料

の記述誤りに起因する損害がお客様に生じた場合には、ルネサス テクノロジはその

責任を負いません。 

5. 本資料に記載の製品データ、図、表に示す技術的な内容、プログラム及びアルゴリ

ズムを流用する場合は、技術内容、プログラム、アルゴリズム単位で評価するだけ

でなく、システム全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断して

ください。ルネサス テクノロジは、適用可否に対する責任は負いません。 

6. 本資料に記載された製品は、人命にかかわるような状況の下で使用される機器ある

いはシステムに用いられることを目的として設計、製造されたものではありませ

ん。本資料に記載の製品を運輸、移動体用、医療用、航空宇宙用、原子力制御用、

海底中継用機器あるいはシステムなど、特殊用途へのご利用をご検討の際には、ル

ネサス テクノロジ、ルネサス販売または特約店へご照会ください。 

7. 本資料の転載、複製については、文書によるルネサス テクノロジの事前の承諾が必

要です。 

8. 本資料に関し詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点がございましたら

ルネサス テクノロジ、ルネサス販売または特約店までご照会ください。 
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はじめに 
 この度は、株式会社ルネサス テクノロジ製コンパクトエミュレータM30290T2-CPEをご購入いただき、誠にあ

りがとうございます。M30290T2-CPEは、M16C/26A, M16C/28, M16C/29グループ用のリアルタイムトレース機能付

きコンパクトエミュレータです。 
 本ユーザーズマニュアルは、M30290T2-CPEの仕様とセットアップ方法を中心に説明するものです。付属のエ

ミュレータデバッガ、CコンパイラM3T-NC30WA無償評価版に関しては、各製品に付属するオンラインマニュア

ルを参照してください。 
 
 本製品の梱包内容は、本資料の「1.1 梱包内容(13ページ)」に記載していますので確認してください。なお、本

製品についてお気付きの点がございましたら、最寄りの株式会社ルネサス テクノロジ、株式会社ルネサス ソ
リューションズ、株式会社ルネサス販売または特約店へお問い合わせください。 
 
 
 本製品を使用する上で、関連するユーザーズマニュアルを下表に示します。関連ユーザーズマニュアルの最新版

は、弊社 開発環境ホームページ (http://www.renesas.com/jp/tools) で入手可能です。 
 
関連マニュアル 

項目 マニュアル名 
アクセサリツール M30263T-42SSBユーザーズマニュアル 
 M30260T-48FPDユーザーズマニュアル 
 M30291T-64FPDユーザーズマニュアル 
 M30290T-80FPDユーザーズマニュアル 
統合開発環境 High-performance Embedded Workshopユーザーズマニュアル 
エミュレータデバッガ M16C R8Cコンパクトエミュレータ エミュレータデバッガユーザーズマニュアル

Cコンパイラ R8C/Tiny, M16C/60, 30, Tiny, 20, 10シリーズ用Cコンパイラパッケージ 
Cコンパイラユーザーズマニュアル 

アセンブラ R8C/Tiny, M16C/60, 30, Tiny, 20, 10シリーズ用Cコンパイラパッケージ 
アセンブラユーザーズマニュアル 
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重要事項 
 
本エミュレータをご使用になる前に、必ずユーザーズマニュアルをよく読んで理解してください。 
ユーザーズマニュアルは、必ず保管し、使用上不明な点がある場合は再読してください。 
 
 
エミュレータとは： 
 本資料においてエミュレータとは、株式会社ルネサス テクノロジが製作した次の製品を指します。 
(1)コンパクトエミュレータ本体、(2)ユーザシステム接続用パッケージ変換基板 
 お客様のユーザシステムおよびホストマシンは含みません。 
 
 
エミュレータの使用目的： 
 本エミュレータは、ルネサス16ビットシングルチップマイクロコンピュータM16Cファミリ／M16C/Tinyシリー

ズ M16C/26A, M16C/28, M16C/29を使用したシステムの開発を支援する装置です。ソフトウェアとハードウェアの

両面から、システム開発を支援します。 
 この使用目的に従って、本エミュレータを正しく使用してください。本目的以外の使用を堅くお断りします。 

 
 
エミュレータを使用する人は： 
 本エミュレータは、ユーザーズマニュアルをよく読み、理解した人のみがご使用ください。 
 本エミュレータを使用する上で、電気回路、論理回路およびマイクロコンピュータの基本的な知識が必要です。 
 
 
エミュレータご利用に際して： 
(1)本エミュレータは、プログラムの開発、評価段階に使用する開発支援装置です。開発の完了したプログラムを

量産される場合には、必ず事前に実装評価、試験などにより、お客様の責任において適用可否を判断してくださ

い。 
(2)本エミュレータを使用したことによるお客様での開発結果については、一切の責任を負いません。 
(3)弊社は、本製品不具合に対する回避策の提示または、不具合改修などについて、有償もしくは無償の対応に努

めます。ただし、いかなる場合でも回避策の提示または不具合改修を保証するものではありません。 
(4)本エミュレータは、プログラムの開発、評価用に実験室での使用を想定して準備された製品です。国内の使用

に際し、電気用品安全法及び電磁波障害対策の適用を受けておりません。 
(5)弊社は、潜在的な危険が存在するおそれのあるすべての起こりうる諸状況や誤使用を予見できません。 
したがって、このユーザーズマニュアルと本エミュレータに貼付されている警告がすべてではありません。お客

様の責任で、本エミュレータを正しく安全に使用してください。 
(6)本エミュレータは、ULなどの安全規格、IECなどの規格を取得しておりません。したがって、日本国内から海

外に持ち出される場合は、この点をご承知おきください。 
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使用制限： 
 本エミュレータは、開発支援用として開発したものです。したがって、機器組み込み用として使用しないでくだ

さい。また、以下に示す開発用途に対しても使用しないでください。 

(1)運輸、移動体用 
(2)医療用（人命にかかわる装置用） 
(3)航空宇宙用 
(4)原子力制御用 
(5)海底中継用 
 このような目的で本エミュレータの採用をお考えのお客様は、ルネサス テクノロジ、ルネサス ソリューション

ズ、ルネサス販売または特約店へご連絡頂きますようお願い致します。 

 

 

製品の変更について： 
 弊社は、本エミュレータのデザイン、性能を絶えず改良する方針をとっています。したがって、予告なく仕様、

デザイン、およびユーザーズマニュアルを変更することがあります。 
 
 
権利について： 
(1)本資料に記載された情報、製品または回路の使用に起因する損害または特許権その他権利の侵害に関しては、

弊社は一切その責任を負いません。 
(2)本資料によって第三者または弊社の特許権その他権利の実施権を許諾するものではありません。 
(3)このユーザーズマニュアルおよび本エミュレータは著作権で保護されており、すべての権利は弊社に帰属して

います。このユーザーズマニュアルの一部であろうと全部であろうといかなる箇所も、弊社の書面による事前の

承諾なしに、複写、複製、転載することはできません。 
 
 
図について： 
 このユーザーズマニュアルの一部の図は、実物と違っていることがあります。 
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安全事項 
 

シグナルワードの定義 

 ユーザーズマニュアルおよびエミュレータへの表示では、エミュレータを正しくお使い頂き、あなたや他の人々

への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。 
 安全事項では、その絵表示と意味を示し、本エミュレータを安全に正しくご使用されるための注意事項を説明し

ます。 
 ここに記載している内容をよく理解してからお使いください。 
 

 

 
これは、安全警告記号です。潜在的に、人に危害を与える危険に対し注意を喚起する

ために用います。起こり得る危害又は死を回避するためにこの記号の後に続くすべて

の安全メッセージに従ってください。 
 

 

 
危険は、回避しないと、死亡または重傷を招く差し迫った危険な状況を示します。た

だし、本製品では該当するものはありません。 
 

 

 
警告は、回避しないと、死亡または重傷を招く可能性がある潜在的に危険な状況を示

します。 
 

 

 
注意は、回避しないと、軽傷または中程度の傷害を招く可能性がある潜在的に危険な

状況を示します。 
 

 

 
安全警告記号の付かない注意は、回避しないと財物傷害を引き起こすことがある潜在

的に危険な状況を示します。 
 

 

 
例外的な条件や注意を操作手順や説明記述の中で、ユーザに伝達する場合に使用して 
います。 
 

上の5表示に加えて、適宜以下の表示を同時に示します。 
 

表示は、警告・注意を示します。 
例： 

感電注意 
 

表示は、禁止を示します。 
例： 

分解禁止 
 

表示は、強制・指示する内容を示します。 
例： 

電源プラグをコンセントから抜け 
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電源に関して： 

 

 AC電源ケーブルがコンセントの形状に合わない場合、AC電源ケーブルを改造したり、無理

に入れるなどの行為は絶対に行なわないでください。感電事故または火災の原因となりま

す。 
 
 日本国外で使用する時は、その国の安全規格に適合しているAC電源ケーブルを使用してくだ

さい。 
 
 濡れた手でAC電源ケーブルのプラグに触れないでください。感電の原因となります。 
 
 本エミュレータはシグナルグランドとフレームグランドを接続しています。本エミュレータ

を用いて開発する製品がトランスレス(AC電源に絶縁トランスを使用していない)製品である

場合、感電する危険があります。また、本エミュレータと開発対象製品に修復不可能な損害

を与える場合があります。 
開発中はこれらの危険性を回避するために開発対象製品のAC電源は絶縁トランスを経由して

商用電源に接続してください。 
 
 本エミュレータと同じコンセントに他の装置を接続する場合は、電源電圧および電源電流が

過負荷にならないようにしてください。 
 
 電源はCEマーキング対応の製品を使用してください。 
 

 

 AC電源ケーブルの接地端子は、必ずしっかりした接地接続を行なってください。 
 
 

 

 使用中に異臭・異音がしたり煙が出る場合は、直ちに電源を切りAC電源ケーブルをコンセン

トから抜いてください。 
また、感電事故、または火災の原因になりますので、そのまま使用しないで、株式会社ルネ

サス テクノロジ、株式会社ルネサス ソリューションズまたは特約店までご連絡ください。 
 
 本エミュレータの設置や他の装置との接続時には、AC電源を切るかAC電源ケーブルを抜い

て怪我や故障を防いでください。 
 

本エミュレータの取り扱いに関して： 

 

 本エミュレータを分解または改造しないでください。分解または改造された場合、感電など

により傷害を負う可能性があります。また分解または改造による故障については、修理を受

け付けることができません。 
 
 通風口から水・金属片・可燃物などの異物を入れないでください。 
 

設置に関して： 

 

 湿度が高いところおよび水などで濡れるところには設置しないでください。水などが内部に

こぼれた場合、修理不能な故障の原因となります。 
 

使用環境に関して： 

 

 本製品の使用における周辺温度の上限(最高定格周辺温度)は35℃です。この最高定格周囲温

度を越えないように注意してください。 
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エミュレータ電源の接続に関して： 

 

 製品付属の電源ケーブル以外は使用しないでください。 
 
 製品付属の電源ケーブルは、赤側がプラス極性、黒側がマイナス極性です。 
 
 電源の極性に注意してください。極性を間違えて接続した場合、内部回路を破壊する恐れが

あります。 
 
 本製品の電源仕様（5.0V±5％）を超える電圧を印可しないでください。異常発熱によるやけ

どや、内部回路破損の原因となります。 
 

電源の投入順序に関して： 

 

 電源をONする場合は、エミュレータとユーザシステムの電源を可能な限り同時にONしてく

ださい。電源をOFFする場合も、エミュレータとユーザシステムの電源を可能な限り同時に

OFFしてください。 
 
 エミュレータまたはユーザシステムの電源を片方のみONしないでください。リーク電流によ

り内部回路を破壊する恐れがあります。 
 
 電源をOFFした後は、10秒程度待ってから電源をONしてください。 
 

本製品の取り扱いに関して： 

 

 本エミュレータは慎重に扱い、落下・倒れなどによる強い衝撃を与えないでください。 
 
 エミュレータ本体部コネクタの端子およびユーザシステム接続部コネクタの端子は、直接手

で触らないでください。静電気により内部回路を破壊する恐れがあります。 
 
 通信インタフェースケーブルやユーザシステム接続用フレキシブルケーブルで本エミュレー

タを引っ張らないでください。また過度な曲げ方をしないでください。ケーブルが断線する

恐れがあります。 
 

異常動作に関して： 

 

 外来ノイズなどの妨害が原因でエミュレータの動作が異常になった場合、次の手順で処置し

てください。 
①エミュレータのシステムリセットスイッチを押してください。 
②上記①の処置を実施しても正常に復帰しない場合は、エミュレータの電源を切り、再度 
 電源を投入してください。 
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ユーザ登録 
 
 ご購入頂いた際には、必ずユーザ登録をお願いします。本製品には、ハードウェアツールユーザ登録FAX用紙が

添付されています。必要事項をご記入の上、ユーザ登録窓口にFAXで送信いただくか、同様の内容を以下電子メー

ルアドレスに送信ください。登録内容は、アフターサービスの情報としてのみ利用させて頂きます。なお、ご登録

なき場合は、フィールドチェンジ、不具合情報の連絡等の保守サービスが受けられなくなりますので、必ず登録頂

きますようお願い致します。 
 またユーザ登録については、以下のホームページを参照してください。 
 
 [ホームページアドレス]  http://www.renesas.com/jp/tools

 
 [ユーザ登録に関するお問合せ先] regist_tool@renesas.com  
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用語説明 
 
 本書で使用する用語は、以下に示すように定義して使用します。 
 

 エミュレータM30290T2-CPE 
M16C/26A, M16C/28, M16C/29グループ用のコンパクトエミュレータである本製品を指します。 
 
 エミュレータシステム 
エミュレータM30290T2-CPEを中心としたエミュレータシステムを指します。最小構成のシステムは、エミュ

レータM30290T2-CPE、エミュレータデバッガおよびホストマシンで構成できます。 
 
 統合開発環境 High-performance Embedded Workshop 
ルネサスマイクロコンピュータの組み込み用アプリケーションの開発を強力にサポートするツールです。ホス

トマシンからインタフェースを介してエミュレータを制御するエミュレータデバッガ機能を有しています。ま

た、同一アプリケーション内でプロジェクトのエディットからビルドおよびデバッグまでを可能にし、また

バージョン管理をサポートしています。 
 
 エミュレータデバッガ  
統合開発環境High-performance Embedded Workshopから起動される、M16Cファミリ用エミュレータを制御して

デバッグを可能とするソフトウェアツールを指します。 
 

 ファームウェア 
エミュレータ内部に格納されている制御プログラムを指します。エミュレータデバッガとの通信内容を解析し

て、エミュレータのハードウェアを制御します。エミュレータデバッガのバージョンアップ時等には、エミュ

レータデバッガからダウンロードすることができます。 
 
 ホストマシン 
エミュレータを制御するためのパーソナルコンピュータを指します。 
 
 ターゲットMCU 
デバッグ対象のMCUを指します。 
 
 ユーザシステム 
デバッグ対象のMCUを使用した、お客様のアプリケーションシステムを指します。 
 
 ユーザプログラム 
デバッグ対象のアプリケーションプログラムを指します。 
 
 エバリュエーションMCU 
エミュレータに実装し、エミュレータ専用のモードで動作させるMCUを指します。 
 
 信号名の最後につく“*”の意味 
本書では、“L”アクティブの信号を表記するため信号名の末尾に“*”を付加しています(例：RESET*)。 
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1. 製品概要 
 
 この章では、本製品の梱包内容、システム構成、エミュレータ機能等の仕様および使用環境条件ついて説明して

います。 
 

1.1 梱包内容 

 本製品は、以下の基板および部品によって構成されます。開封されたときにすべて揃っているかを確認してくだ

さい。 
 
表1.1 梱包内容一覧 

型 名 説 明 数 量 
M30290T2-CPE コンパクトエミュレータ 1 
OSC-3 (20MHz) 発振回路基板 1 
OSC-2 発振回路基板ベアボード 1 
USBインタフェースケーブル ホストマシン－エミュレータ接続用ケーブル 1 
電源ケーブル コンパクトエミュレータ用電源ケーブル 1 
フェライトコア 電源ケーブル用フェライトコア 1 
ハードウェアツールユーザ登録FAX用紙 和文／英文 各1 
M30290T2-CPEユーザーズマニュアル 和文ユーザーズマニュアル(本資料) 1 
M30290T2-CPE User's Manual 英文ユーザーズマニュアル 1 
M30290T2-CPEリリースノート 和文／英文 各1 
CD-ROM ・エミュレータデバッガ 

 M16C R8Cコンパクトエミュレータデバッガ 
 V.1.00.00 
・Cコンパイラ 
 M3T-NC30WA無償評価版 V.5.30 Release 02 

1 

※M30290T2-CPEの梱包箱とクッション材は、故障時の修理やその他の輸送用として保管してください。 
 また、輸送される場合は、精密機器扱いで輸送してください。やむをえず他の手段で輸送する場合は、 
 精密機器として厳重に梱包してください。 
※梱包製品についてお気付きの点がございましたら、最寄りの株式会社ルネサス テクノロジ、株式会社 
 ルネサス ソリューションズ、株式会社ルネサス販売または特約店へお問い合わせください。 
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1.2 システム構成 

1.2.1 システム構成 
 図1.1に、本製品をご使用になる場合のシステム構成図を示します。 
 

 

 

図1.1 システム構成図 
 
①コンパクトエミュレータM30290T2-CPE【本製品】 
 M16C/26A, M16C/28, M16C/29グループ用のリアルタイムトレース機能付きコンパクトエミュレータです。 
  以降エミュレータと呼びます。エバリュエーションMCUが実装されているM30290T-EPBMの単体販売も 
  用意しています。 
 
②USBインタフェースケーブル【本製品に付属】 
 ホストマシンとエミュレータのインタフェース用のケーブルです。 
 
③エミュレータ用電源 
 エミュレータ用の電源です。5.0V±5％のDC電源を供給してください。 
 電源はCEマーキング対応の製品を別途ご用意ください 

電源ケーブルは本製品に添付しております。 
 ※：ACアダプタによっては電源電圧が負荷により大きく変動するものがありますのでご注意ください。 
   スイッチング電源を内蔵したACアダプタまたは安定化電源のご使用をお薦めします。 
 
④ユーザシステム 
 お客様のアプリケーションシステムです。 
 本エミュレータはユーザシステムがない状態でも使用することができます。 
 

ホストマシン 
（別途ご用意ください）

ユーザシステム 

ユーザシステム用電源 
（別途ご用意ください）

電源ケーブル USBインタフェースケーブル 

コンパクトエミュレータ 

M30290T2-CPE

ピッチ変換基板 

M30290T-80FPDなど

エミュレータ用電源 
（別途ご用意ください）
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⑤ユーザシステム用電源 
 ユーザシステム用の電源です。本エミュレータにはユーザシステムへの電源供給機能はありません。ユーザシス 
 テムへはエミュレータとは別に電源を供給してください。 
 
⑥ホストマシン 
 エミュレータを制御するパーソナルコンピュータです。 
 
⑦ユーザシステム接続用ピッチ変換基板M30290T-80FPDなど 
 ユーザシステム上のMCUフットパターンへ接続するためのピッチ変換基板です。ユーザシステムへの接続に 
 ついての詳細は、「2.8 ユーザシステムとの接続(30ページ)」を参照してください。 
 
 
 
1.2.2 エミュレータ各部の名称と機能 
 図1.2に、エミュレータ各部の名称を示します。 
 

図1.2 エミュレータ各部の名称(M30290T2-CPE上面) 
 
(1)システムステータスLED 
 システムステータスLEDは、エミュレータの動作状態などを表示します。表1.2に、システムステータスLEDの

表示内容を示します。 
 
表1.2 システムステータスLEDの表示内容 

名 称 番号 色 状 態 表示内容 
点 灯 エミュレータの電源がONの状態であることを示します。 POWER LED1 橙 
消 灯 エミュレータの電源がOFFの状態であることを示します。 
点 灯 エミュレータが正常に起動したことを示します。 SAFE LED2 緑 
消 灯 エミュレータが正常に起動していないことを示します。 
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(2)ターゲットステータスLED 
 ターゲットステータスLEDは、ターゲットMCUの電源・動作状態などを表示します。 
表1.3に、ターゲットステータスLEDの表示内容を示します。 

 
表1.3 ターゲットステータスLEDの表示内容 

名 称 番号 色 状 態 表示内容 
点 灯 ターゲットMCUに電源が供給されていることを示します。 POWER LED3 橙 
消 灯 ターゲットMCUに電源が供給されていないことを示します。 
点 灯 ターゲットMCU内部クロックが発振していることを示します。 CLOCK LED4 緑 
消 灯 ターゲットMCU内部クロックが発振していないことを示します。 
点 灯 ターゲットMCUがリセット中であることを示します。 RESET LED5 赤 
消 灯 ターゲットMCUがリセット解除の状態であることを示します。 
点 灯 ユーザプログラムが実行中であることを示します。 RUN LED6 緑 
消 灯 ユーザプログラムが停止していることを示します。 

 
 
(3)システムリセットスイッチ 
 システムリセットを押すことにより、エミュレータシステムを初期化することができます。 
表1.4に、エミュレータの各状態におけるシステムリセットの機能を示します。 

 
表1.4 システムリセットスイッチの機能 

エミュレータの状態 機能 
ユーザプログラム停止中にシステム

リセットスイッチを押した場合 
エミュレータを初期化し、エミュレータデバッガからのコマンド

待ち状態に入ります。 
ユーザプログラム実行中にシステム

リセットスイッチを押した場合 
ユーザプログラムを停止後、エミュレータを初期化しエミュレー

タデバッガからのコマンド待ち状態に入ります。 
 

 
システムリセットに関して： 

  システムリセットスイッチを押した場合、エミュレータデバッガを再起動してください。エ

ミュレータデバッガの表示と実際の値（エミュレータ内部の値）が一致しなくなる場合があ

ります。 
 
 エミュレータデバッガを再起動しても正常に動作しない場合は、一旦エミュレータの電源を

切り、再度電源を投入してください。 
 

 
 
(4)電源接続コネクタ(J1) 
 本エミュレータに電源を供給するための電源接続コネクタです。エミュレータ用電源接続方法の詳細は、 
「2.4エミュレータ用電源の接続(22ページ)」を参照してください。 
 
 
(5)USBケーブル接続コネクタ(J2) 
 本エミュレータとホストマシンを接続するためのUSBケーブル接続コネクタです。ホストマシンとの接続につい

ての詳細は、「2.5ホストマシンとの接続(23ページ)」を参照してください。 
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(6)MCU電源供給源選択ジャンパ(JP1) 
 MCUへの電源供給源を設定するジャンパスイッチです。MCU電源供給源選択ジャンパについての詳細は、

「2.6.1 MCU電源供給源選択ジャンパ、MCU電源電圧選択ジャンパの設定(24ページ)」を参照してください。 
 
 
(7)MCU電源電圧選択ジャンパ(JP2) 
 MCUの電源電圧を設定するジャンパスイッチです。本設定は、MCU電源供給源選択ジャンパがINT側設定時の

み有効です。MCU電源電圧選択ジャンパについての詳細は、「2.6.1 MCU電源供給源選択ジャンパ、MCU電源電

圧選択ジャンパの設定(24ページ)」を参照してください。 
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1.3 仕様一覧 

 表1.5に、M30290T2-CPEの仕様を示します。 
 
表1.5 M30290T2-CPEの仕様 

項 目 内 容 
エミュレーション可能MCU M16C/26A, M16C/28, M16C/29グループ 
エバリュエーションMCU M30290FCWP 

 ROM容量：128KB＋4KB , RAM容量：12KB 
対応MCUモード シングルチップモード 
最大動作周波数 電源電圧 3.0～5.5V時：20MHz 

電源電圧 2.7～5.5V時：10MHz 
ユーザシステム接続時 
（JP1=EXTに設定） 

2.7～5.5V 対応電源電圧 

ユーザシステム未接続時 
（JP1=INTに設定） 

3.3Vもしくは5.0V 
（エミュレータから供給、JP2にて設定） 

基本デバッグ機能 ・ ダウンロード 
・ ソフトフェアブレーク（最大64点） 
・プログラム実行／停止 

（フリーラン実行,ソフトウェアブレーク付き実行可能） 
・メモリ参照／設定（C変数参照／変更可能,ランタイム実行可能） 
・ レジスタ参照／設定 
・ 逆アセンブル表示 
・Cソースレベルデバッグ等 

リアルタイムトレース機能 ・64Kサイクルのバス情報を記録可能 
（アドレス20ビット,データ16ビット,MCUステータス12ビット） 
・トレースモードとして、Break/Before/About/After/Fullを設定可能 
・イベントによる書き込みON/OFF可能 

リアルタイムRAMモニタ機能 ・1,024バイト(256バイト×4) 
・データ/最終アクセス履歴参照可能 

ハードウェアブレーク機能 2点（アドレス一致／バス一致／最大256回のパスカウント設定可能） 
実行時間計測機能 プログラム実行から停止までの時間を計測可能 
ユーザシステムとの接続 
(詳細は2.8項を参照) 

42ピン0.8mmピッチSSOP 
(42P2R-E) 

M30263T-42SSB 
(M30263T2-CPE-FPに同梱) 

 48ピン0.5mmピッチLQFP 
(48P6Q-A) 

M30260T-48FPD 
(M30260T2-CPE-GPに同梱) 

 64ピン0.5mmピッチLQFP 
(64P6Q-A) 

M30291T-64FPD 
(M30291T2-CPE-HPに同梱) 

 80ピン0.5mmピッチLQFP 
(80P6Q-A) 

M30290T-80FPD 
(M30290T2-CPE-HPに同梱) 

エミュレータ用電源 DC 5.0V±5%／2Aを外部から供給 
（電源はCEマーキング対応の製品を別途ご用意ください） 

ホストマシンとの 
インタフェース 

USB接続 
(USB 1.1 フルスピード※、mini-B規格コネクタ使用) 

適合海外規格 EN55022: 1998 Class A, EN55024: 1998 
 
※ USB2.0対応のホストマシンにも接続できます。 

USBインタフェースは、すべてのホストマシン、USBデバイス、USBハブの組み合わせでの動作を保証するも

のではありません。 
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1.4 使用環境条件 

 本エミュレータを使用する場合、表1.6、表1.7に示す使用環境条件、ホストマシン動作環境を必ず守って使用く

ださい。 
 
表1.6 使用環境条件 

項 目 内 容 
動作周囲温度 5～35℃(結露なきこと) 
非動作時温度範囲 -10～60℃(結露なきこと) 

 
 
 
表1.7 ホストマシン動作環境 

項 目 内 容 
ホストマシン IBM PC／AT 互換機 
OS  Windows Me ※1

Windows 98 
Windows XP 
Windows 2000 

CPU  Pentium Ⅲ 600MHz 以上を推奨 

インタフェース  USB 1.1 フルスピード※2

メモリ 128M バイト以上を推奨 
マウスなどのポインティング

デバイス 
ホストマシン本体に接続可能で上記OSに対応している、マウスなどの

ポインティングデバイス 
CDドライブ エミュレータデバッガをインストールするため、またはユーザーズマ

ニュアルを参照するために必要 
 
※1 Windows およびWindows NT は、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または 

登録商標です。 
 

※2 USB2.0対応のホストマシンにも接続できます。 
USBインタフェースは、すべてのホストマシン、USBデバイス、USBハブの組み合わせでの動作を保証するも

のではありません。 
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2. セットアップ 
 
 この章では、本製品をご使用になる場合の準備、エミュレータ起動までの手順、設定の変更方法について説明し

ています。 
 

2.1 エミュレータ使用までのフローチャート 

 図2.1に、エミュレータ使用までの流れを示します。詳細については、本ページ以降の各節を参照してください。

また、正常に起動しない場合は、78ページの「5. トラブルシューティング」を参照してください。 
 
    
 
 

製品内容の確認  1.1 梱包内容(13ページ)を参照ください。 

 ↓   
 
 

ユーザ登録  ユーザ登録(11ページ)を参照ください。 

 ↓   
 
 

エミュレータデバッガのインストール  付属CD-ROMよりインストールします。 

 ↓   
 
 

MCU電源電圧選択ジャンパ(JP2)の 
選択  ターゲットMCUへ供給する電源電圧を選択します。 

 ↓   
 
 

USBインタフェースケーブルの接続  
エミュレータのUSBインタフェース接続コネクタ(J2)及
びホストマシンのUSBポートに接続します。 

 ↓   

 
 

エミュレータ用電源の接続  
エミュレータ用電源を電源コネクタ(J1)に接続しま

す。 
エミュレータ電源の仕様は、5.0V±5％／2Aです。 

 ↓   
 
 

ユーザシステムの接続  
必要に応じてユーザシステムをエミュレータに接続し

ます。 
 ↓   
 
 

電源の投入  
エミュレータとユーザシステムの電源はできるかぎり

同時に投入してください。 
 ↓   

 
 

エミュレータのLED表示確認  

システムステータスLED、ターゲットステータスLED
のPOWER，RESETが点灯していることを確認しま

す。ユーザシステム未接続時、ターゲットステータス

LEDのPOWERは点灯しません。 
 ↓   
 
 

エミュレータデバッガの起動  エミュレータデバッガを起動します。 

 ↓   
 
 

エミュレータデバッガの動作環境 
設定  

エミュレータデバッガのINITダイアログ、MCU Setting
ダイアログを設定ください 

 ↓   
 
 

エミュレータデバッガの様々な機能を 
使用しデバッグ  

エミュレータデバッガの使用方法については、オンラ

インマニュアルを参照ください。 
    
図2.1 エミュレータ使用までの手順 
 

 Page 20 of 86 



M30290T2-CPEユーザーズマニュアル 2. セットアップ 

RJJ10J0605-0200  Rev.2.00  2005.07.16 

 

2.2 添付ソフトウェアのインストール 

 ホストマシンのOSにWindows XP/2000をご使用の場合は、administratorの権限を持つユーザが実行して下さい。 
 administratorの権限を持たないユーザでは、インストールを完了することができませんので、ご注意下さい。 
 
 CD-ROMドライブに付属CD-ROMを入れることで、auto_run.exeが起動し、インストール用のHTMLページが開

きます。必要に応じてCコンパイラ、エミュレータデバッガ、USBドライバをインストールしてください。 
 
なお、インストール途中でユーザ情報(ご契約者、所属、連絡先、インストール先)を入力するをダイアログが表示

されます。入力された情報はメールによる技術サポートのフォーマットとなります。 
 
 

2.3 フェライトコアの装着 

 本製品に添付されているフェライトコアを電源ケーブルのDCプラグから近い部分に装着してください。 
装着しない場合、電波障害を引き起こす可能性があります。 
電源ケーブルは図2.2のようにフェライトコアに1回巻きつけてから、”カチッ”と音がするまで押さえてください。 
 

 
 

 図2..2 フェライトコアの装着 
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2.4 エミュレータ用電源の接続 

 エミュレータ用電源を電源コネクタ(J1)に接続します。表2.1に、エミュレータ用電源の仕様を示します。 
 

表2.1 エミュレータ用電源の仕様 
電源電圧 DC5.0V±5％／2A 

 
 
図2.3に電源コネクタ(J1)の仕様を、図2.4に適合プラグの仕様を示します。 
 

極性（－）極性（＋）

 

  

φ4.75mm

φ1.7mm(Inside diameter)

 

図2.3 電源コネクタ仕様  図2.4 適合プラグ仕様 
 

 
エミュレータ電源の接続に関して： 

 

 製品付属の電源ケーブルは、赤側がプラス極性、黒側がマイナス極性です。 
 
 電源の極性に注意してください。極性を間違えて接続した場合、内部回路を破壊する恐れが

あります。 
 
 本製品の電源仕様（5.0V±5％）を超える電圧を印可しないでください。異常発熱によるやけ

どや、内部回路破損の原因となります。 
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2.5 ホストマシンとの接続 

 エミュレータ本体とホストマシンをUSBインタフェースケーブルで接続してください。 
 本製品に付属しているUSBインタフェースケーブルをエミュレータのUSBインタフェース接続コネクタ（J2）お

よびホストマシンのUSBポートに接続します（図2.5参照）。 
 

 図2.5 ホストマシンとの接続 
 

 

MADE　

POWER

SW1

COMPACT EMULATOR

IN
T

J
P

1

5.
0V J
P

2

3.
3V

E
X
T

CLOCK

RESET

RUN

LED3

LED6

LE
D5

LE
D4

POWER
LED1

SAFE
LED2

ｂ

USBインターフェースケーブルを
J2コネクタに接続電源ケーブルをJ1コネクタに接続

ホストマシンへエミュレータ用電源へ

J1
J2

M30290T2-CPE

POWER USB
5.0V

5.0V

3.3V

M
C

U
P

O
W

E
R

EXT

INT

JP2

JP1

STATUS
SYSTEM

STATUS
TARGET

MADE IN JAPAN

COMPACT EMULATOR

POWER
SAFE

POWER
CLOCK
RESET
RUN

 Page 23 of 86 



M30290T2-CPEユーザーズマニュアル 2. セットアップ 

RJJ10J0605-0200  Rev.2.00  2005.07.16 

 

2.6 電源の投入 

2.6.1 MCU電源供給源選択ジャンパ、MCU電源電圧選択ジャンパの設定 
 エミュレータの「MCU電源供給源選択ジャンパ」および「MCU電源電圧選択ジャンパ」を使用条件に合わせて

設定してください。 
 

 図2.6 エミュレータのジャンパ位置 
 
 
 MCUへの電源供給源、MCU電源電圧を選択するジャンパです。表2.2に示すように、ユーザシステムの接続状態

に合わせて、ジャンパを設定してください。 
 
表2.2 MCU電源供給源選択ジャンパおよびMCU電源電圧選択ジャンパの設定 

ユーザ 
システムの 
接続状態 

MCU電源供給源 
選択ジャンパ

(JP1)の設定 

MCU電源電圧 
選択ジャンパ

(JP2)の設定 
説   明 

3.3V 
MCUの電源はエミュレータから供給します。 
このときのMCU動作電圧は3.3Vです。 

接続していない時 INT 
5.0V 

MCUの電源はエミュレータから供給します。 
このときのMCU動作電圧は5.0Vです。 

接続している時 EXT 無効 

MCUの電源はユーザシステムから供給され 
ます。 
この時、本エミュレータはユーザシステムから

最大500mAの電流を消費します。 
 

 
ジャンパの設定に関して： 

 

 ジャンパ設定の変更やケーブルの接続等は、必ず電源を切った状態で実施してください。内

部回路を破壊する恐れがあります。 
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2.6.2 エミュレータシステムの接続確認 
 ホストマシンと通信インタフェースケーブル、通信インタフェースケーブルとエミュレータ、エミュレータと 
ユーザシステムの接続をもう一度確認してください。 
 
 
2.6.3 電源のON／OFF 
 電源をONする場合は、エミュレータとユーザシステムの電源を可能な限り同時にONしてください。電源をOFF
する場合も、エミュレータとユーザシステムの電源を可能な限り同時にOFFしてください。 
またエミュレータまたはユーザシステムの電源を片方のみONしないでください。リーク電流により内部回路を破

壊する恐れがあります。 
 電源をOFFした後は、10秒程待ってから電源をONしてください。 
 
 
2.6.4 ユーザシステムへの電源供給 
 エミュレータからユーザシステムへの電源供給はできませんので、ユーザシステムには別途電源を供給してくだ

さい。本製品はユーザシステムから最大500mAの電流を消費します。ユーザシステムの電源はこの分を考慮した容

量にしてください。 
 ユーザシステムの電源電圧は、2.7[V]≦Vcc≦5.5[V] の範囲内で使用し、電源投入後変化させないでください。 
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2.6.5 エミュレータ正常起動時のLED表示 
 エミュレータ起動後、本製品が動作可能な状態になっているかどうか、エミュレータのステータスLEDにより確

認してください。図2.7に、エミュレータ ステータスLEDの位置を示します。 
 

図2.7 システムステータスLEDとターゲットステータスLEDの位置 
 
(1)システムステータスLED 
 電源投入直後にシステムステータスLEDのLED1、LED2が点灯することを確認してください。点灯しない場合は、

エミュレータ用電源をただちに遮断し、エミュレータ電源の接続が正しいかを確認してください。 
 
 
(2)ターゲットステータスLED 
 ユーザシステム未接続時のターゲットステータスLEDの正常表示を図2.8に、接続時の正常表示を図2.9に示しま

す。電源投入後、LED5(RESET)のみ点灯します。エミュレータデバッガ起動後、ターゲットステータスLEDが正

常表示になることを確認してください。 
 ターゲットステータスLEDが図2.8および図2.9に示す状態にならない場合は、「5. トラブルシューティング

(78ページ)」を参照してください。 
 

図2.8 正常時のターゲットステータスLED表示状態(ユーザシステム未接続時) 
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ユーザシステム未接続時：

：点灯

：消灯

ユーザシステム未接続時は
POWER LEDは点灯しません。
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図2.9 正常時のターゲットステータスLED表示状態(ユーザシステム接続時) 
 

 
ターゲットステータスCLOCK LEDに関して： 

  LEDが点灯していない場合、以下について確認してください。 
①エミュレータ電源投入後(エミュレータデバッガの起動前) 
 エミュレータ内部の発振回路基板が正しく装着され、正常に発振しているかを確認して 
 ください。 
②エミュレータデバッガ起動後(Initダイアログ設定後) 
 Initダイアログにて選択した発振回路が正常に発振しているかを確認してください。 
 

 

 

POWER

RESET

CLOCK

RUN

LED3

LED5

LED4

LED6

ユーザシステム接続時：

POWER LEDが点灯しない場合は、
システムの電源を遮断し、ジャンパ
の状態及びユーザシステムへ
電源が正しく供給されているかを
確認してください。

：点灯

：消灯
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2.7 セルフチェック 

2.7.1 セルフチェックの手順 
 セルフチェックは、エミュレータ機能が正常に動作するかを検査します。エミュレータのセルフチェック機能を

使用する場合は、下記に示す手順に沿って実行してください。図2.10に、セルフチェック時のLED表示を示します。 
 
① ユーザシステムが接続されている場合は、ユーザシステムを外してください。 
②エミュレータのスイッチは、エミュレータ出荷時の状態で実施ください(表2.3参照)。 
③電源投入後2秒以内にエミュレータ上面のシステムリセットスイッチを押します。 
④SAFE LEDが点滅開始するのを確認後、もう一度システムリセットスイッチを押してください。 
⑤セルフチェックを開始します。約20秒で正常終了表示されれば、セルフチェック終了です。 
 
表2.3 セルフチェック時のスイッチ設定 

スイッチ 設定 
MCU電源供給源選択ジャンパ(JP1) INT側 
MCU電源電圧選択ジャンパ(JP2) 5V側 

 
 

 図2.10 セルフチェック時のLED表示 
 

 

POWER CLOCK RESET RUN

LED3 LED4 LED5 LED6

RESET ①電源を入れてから2秒以内にシステム
　リセットを押してください。

②SAFE LEDの点滅動作を確認したら、
　再度システムリセットを押してください。

③ターゲットステータスLEDが不規則に点滅動作
　　します。

【 正常 】

RESET

点灯 点滅 消灯

検査は、XIN=20MHz時で約20秒かかります。

LED1 LED2

POWER SAFE

POWER CLOCK RESET RUN

LED3 LED4 LED5 LED6 LED1 LED2

POWER SAFE

POWER CLOCK RESET RUN

LED3 LED4 LED5 LED6 LED1 LED2

POWER SAFE

POWER CLOCK RESET RUN

LED3 LED4 LED5 LED6 LED1 LED2

POWER SAFE

LED1 LED2

POWER SAFE

【 エラ-発生 】

POWER CLOCK RESET RUN

LED3 LED4 LED5 LED6

セルフテスト開始

SAFE LED表示は？

　SAFE LED：点灯

　 SAFE LED：消灯　 SAFE LED：点滅

エラー発生時はSAFE LEDが消灯し、エラーの内容に
応じて単一または複数のターゲットステータスLEDが
点滅動作を繰り返します。

LED表示内容
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2.7.2 セルフチェックエラーになった場合 
 表2.4に、セルフチェックによりエラーとなった場合の対処方法を示します。エラー発生時には、エミュレータ

の電源を切り、表2.4の対処を実施してください。 
 
表2.4 セルフチェックエラー時のLED表示および対処方法 

LED表示 

点滅 消灯  
POWER CLOCK RESET RUN 

症状および対処方法 

   

   

エミュレ－タシステムが正常に動作できません。 
⇒エミュレ－タへの電源供給をご確認ください。 
⇒エミュレ－タが破損している可能性があります。弊社までご連絡くだ

さい。 

   

   

エミュレータにクロックが供給されていません。 
⇒発振回路基板(OSC-3)が装着されているかご確認ください。 

   

エミュレータに電源が供給されていません。 
⇒電源ケーブルが正しく装着されているかご確認ください。 
⇒ジャンパスイッチの設定(表2.3)を確認ください。 

   

CPU書き換えモードデバッグにおいて、ブロック0領域(FF000h～FFFFFh
番地)を書き換えた可能性があります。 
⇒電源投入後2秒以内にシステムリセットスイッチを押し、エミュレータ

デバッガを起動してください。ファームウェアを再ダウンロードしま

す。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

エミュレ－タシステムが正常に動作できません。 
⇒エミュレ－タが破損している可能性があります。弊社までご連絡くだ

さい。 

 

 
セルフチェックに関して： 

  セルフチェックは必ずユーザシステムを接続しない状態で実施してください。 
セルフチェックを行う場合は、出荷時の発振回路基板(OSC-3、20MHz)をご使用ください。 
 
 セルフチェックが正常に終了しない場合(ターゲットステータスエラーを除く)は、製品が故

障している可能性がありますので、購入された販売元の担当者までご連絡ください。 
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2.8 ユーザシステムとの接続 

 図2.11に、M30290T2-CPEとユーザシステムの接続形態を示します。 
 

図2.11 M30290T2-CPEとユーザシステムの接続形態 
 

 
ユーザシステムとの接続に関して： 

 

 変換基板の逆差しは、エミュレータやユーザシステムに致命的な破壊を引き起こしますので

十分注意してください。 
 

 
※ NQPACK, YQPACK, YQSOCKET, YQ-GUIDE, HQPACK, TQPACK, TQSOCKETは東京エレテック株式会社 
 の商標です。 
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YQPACK080SD
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NQPACK080SD-ND
※4

●は1番ピンの位置を示します。
※1：これらは、M30263T-42SSBの製品パッケージに含まれます。
※2：これらは、M30260T-48FPDの製品パッケージに含まれます。
※3：これらは、M30291T-64FPDの製品パッケージに含まれます。
※4：これらは、M30290T-80FPDの製品パッケージに含まれます。

コンパクトエミュレータ
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ソケット
フレーム(×2) ※1

M3T-SSOP42B-450 ※1

ソケット本体 ※1
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0.5mmピッチ
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0.5mmピッチ
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2.8.1 42ピン0.8mmピッチフットパターンへの接続 
 ユーザシステム上の42ピン0.8mmピッチフットパターンに、M30263T-42SSB (M30263T2-CPE-FPに同梱)を使用し

て接続する場合の手順を示します。M30263T-42SSBの詳細については、M30263T-42SSBユーザーズマニュアルを

参照してください。 
 
①ユーザシステムにM30263T-42SSB付属のソケット本体を実装してください。 
②ソケット本体にM30263T-42SSB付属のM3T-SSOP42B-450とソケットフレームを装着します。 
③M30290T2-CPEのJ3, J4にM30290T-PTCBのJ1, J2を接続してください。 
④M3T-SSOP42B-450にM30263T-42SSBを接続してください。 
 

図2.12 42ピン0.8mmピッチフットパターンへの接続 
 

 
ユーザシステムとの接続に関して： 

 

 変換基板の逆差しは、エミュレータやユーザシステムに致命的な破壊を引き起こしますので

十分注意してください。 
 
 M30290T2-CPE～M30290T-PTCB間に使用しているコネクタの挿抜保証回数は50回です。 
 

 

 

①

M30290T2-CPE

●は1番ピンの位置を示します。
※：これらは、M30263T-42SSBの製品パッケージに含まれます。

42ピン0.8mmピッチ
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ソケットフレーム ※
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ソケット本体 ※

ソケットフレーム ※

フラッシュROM
内蔵版MCUなど

M30290T-PTCB

M30263T-42SSB

②

③

④
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2.8.2 48ピン0.5mmピッチフットパターンへの接続 
 ユーザシステム上の48ピン0.5mmピッチフットパターンに、M30260T-48FPD (M30260T2-CPE-GPに同梱)を使用

して接続する場合の手順を示します。M30260T-48FPDの詳細については、M30260T-48FPDユーザーズマニュアル

を参照してください。 
 
①ユーザシステムにM30260T-48FPD付属のNQPACK048SDを実装してください。 
②NQPACK048SDにM30260T-48FPD付属のYQPACK048SDを接続し、YQ-GUIDEで固定してください。 
③M30290T2-CPEのJ3, J4にM30290T-PTCBのJ1, J2を接続してください。 
④YQPACK048SDにM30260T-48FPDを接続してください。 
 

 

●は1番ピンの位置を示します。
※：これらは、M30260T-48FPDの製品パッケージに含まれます。

48ピン0.5mmピッチ
(48P6Q-A)フットパターン

YQ-GUIDE(×4) ※

YQPACK048SD ※

NQPACK048SD ※

HQPACK048SD
(別売)

フラッシュROM
内蔵版MCUなど

①

②

③

④

M30290T2-CPE

M30290T-PTCB ※

M30260T-48FPD

図2.13 48ピン0.5mmピッチフットパターンへの接続 
 

 
ユーザシステムとの接続に関して： 

 

 変換基板の逆差しは、エミュレータやユーザシステムに致命的な破壊を引き起こしますので

十分注意してください。 
 
 M30290T2-CPE～M30290T-PTCB間に使用しているコネクタの挿抜保証回数は50回です。 
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2.8.3 64ピン0.5mmピッチフットパターンへの接続 
 ユーザシステム上の64ピン0.5mmピッチフットパターンに、M30291T-64FPD (M30291T2-CPE-HPに同梱)を使用

して接続する場合の手順を示します。M30291T-64FPDの詳細については、M30291T-64FPDユーザーズマニュアル

を参照してください。 
 
①ユーザシステムにM30291T-64FPD付属のNQPACK064SD-NDを実装してください。 
②NQPACK064SD-NDにM30291T-64FPD付属のYQPACK064SDを接続し、YQ-GUIDEで固定してください。 
③M30290T2-CPEのJ3, J4にM30290T-PTCBのJ1, J2を接続してください。 
④YQPACK064SDにM30291T-64FPDを接続してください。 
 

図2.14 64ピン0.5mmピッチフットパターンへの接続 
 

 
ユーザシステムとの接続に関して： 

 

 変換基板の逆差しは、エミュレータやユーザシステムに致命的な破壊を引き起こしますので

十分注意してください。 
 
 M30290T2-CPE～M30290T-PTCB間に使用しているコネクタの挿抜保証回数は50回です。 
 

 

 

●は1番ピンの位置を示します。
※：これらは、M30291T-64FPDの製品パッケージに含まれます。

64ピン0.5mmピッチ
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内蔵版MCUなど

①

②

③

④
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 Page 33 of 86 



M30290T2-CPEユーザーズマニュアル 2. セットアップ 

RJJ10J0605-0200  Rev.2.00  2005.07.16 

 
2.8.4 80ピン0.5mmピッチフットパターンへの接続 
 ユーザシステム上の80ピン0.5mmピッチフットパターンに、M30290T-80FPD (M30290T2-CPE-HPに同梱)を使用

して接続する場合の手順を示します。M30290T-80FPDの詳細については、M30290T-80FPDユーザーズマニュアル

を参照してください。 
 
①ユーザシステムにM30290T-80FPD付属のNQPACK080SD-NDを実装してください。 
②NQPACK080SD-NDにM30290T-80FPD付属のYQPACK080SDを接続し、YQ-GUIDEで固定してください。 
③M30290T2-CPEのJ3, J4にM30290T-PTCBのJ1, J2を接続してください。 
④YQPACK080SDにM30290T-80FPDを接続してください。 
 

図2.15 80ピン0.5mmピッチフットパターンへの接続 
 

 
ユーザシステムとの接続に関して： 

 

 変換基板の逆差しは、エミュレータやユーザシステムに致命的な破壊を引き起こしますので

十分注意してください。 
 
 M30290T2-CPE～M30290T-PTCB間に使用しているコネクタの挿抜保証回数は50回です。 
 

 

 

●は1番ピンの位置を示します。
※：これらは、M30290T-80FPDの製品パッケージに含まれます。
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③

④
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2.9 設定の変更 

2.9.1 MCU電源供給源選択ジャンパ、MCU電源電圧選択ジャンパ 
 MCUへの電源供給源、MCU電源電圧を選択するジャンパです。表2.5に示すように、ユーザシステムの接続状態

に合わせて、ジャンパを設定してください。 
 
表2.5 MCU電源供給源選択ジャンパおよびMCU電源電圧選択ジャンパの設定 

ユーザ 
システムの 
接続状態 

MCU電源供給源 
選択ジャンパ

(JP1)の設定 

MCU電源電圧 
選択ジャンパ

(JP2)の設定 
説   明 

3.3V 
MCUの電源はエミュレータから供給します。 
このときのMCU動作電圧は3.3Vです。 

接続していない時 INT 
5.0V 

MCUの電源はエミュレータから供給します。 
このときのMCU動作電圧は5.0Vです。 

接続している時 EXT 無効 

MCUの電源はユーザシステムから供給されま

す。 
この時、本エミュレータはユーザシステムから

最大500mAの電流を消費します。 
 

 
ジャンパの設定に関して： 

 

 ジャンパ設定の変更やケーブルの接続等は、必ず電源を切った状態で実施してください。内

部回路を破壊する恐れがあります。 
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2.9.2 供給クロックの選択 
 本製品では、エバリュエーションMCUへ供給するクロックは、エミュレータデバッガのInitダイアログ エミュ

レータタブ内で選択できます。表2.6に、供給可能なクロックの種類と初期設定を示します。 
 
表2.6 供給可能なクロックの種類と初期設定 

クロック エミュレータ 
デバッガの表示 内 容 初期設定 

Internal 内部発振回路基板(OSC-3またはOSC-2) ○ Main (XIN-XOUT) 
External ユーザシステム上の発振回路 － 
Internal 内部発振回路(32.768kHz) － Sub (XCIN-XCOUT) 
External ユーザシステム上の発振回路 ○ 

 
 
(1)内部発振回路基板の使用 
①発振回路基板の種類 
 エミュレータには、出荷時に発振回路基板OSC-3 (20MHz)が装着されています。また本製品には、発振回路基板

ベアボードOSC-2を添付しています。メインクロックとしてエミュレータ内部発振回路基板を使用する場合、発振

回路基板を交換後にエミュレータデバッガでInternalを選択することにより、MCUへ供給するクロックを変更する

ことができます。 
 

 Page 36 of 86 



M30290T2-CPEユーザーズマニュアル 2. セットアップ 

RJJ10J0605-0200  Rev.2.00  2005.07.16 

 
②発振回路基板の交換手順 
 図2.16に、発振回路基板の交換手順を示します。 
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エミュレータ内部発振回路基板は右下隅にありま

す。 

 

ネジを外す

 
 

発振回路基板のネジを取り外してください。 

 

真上に外す  
 

発振回路基板を真上に取り外してください。 

 

差し込む  
 

交換する発振回路基板を、コネクタに差し込んで 
ください。 

 

ネジで固定する

 
 

発振回路基板のネジで固定してください。 

 図2.16 発振回路基板の交換手順 
 

 
発振回路基板の交換に関して： 

 

 発振回路基板の交換は、必ず電源を切った状態で行ってください。内部回路を破壊する恐れ

があります。 
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③発振回路基板ベアボードの使用 
 特定の発振子などご希望の周波数で使用される場合は、発振回路基板ベアボードOSC-2上に発振回路を構成して

ください。図2.17に、発振回路基板ベアボードOSC-2の外形とコネクタピン配置を示します。また図2.18に、発振

回路基板ベアボードOSC-2の回路図を示します。発振回路の諸定数は、発振子メーカーの推奨回路定数を使用して

ください。 
 

図2.17 発振回路基板ベアボードOSC-2の外形とコネクタピン配置 
 

図2.18 発振回路基板ベアボードOSC-2の回路図 
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(2)ユーザシステム上発振回路の使用 
 ユーザシステム上の発振回路を使用する場合は、図2.19で示すようにエバリュエーションMCUの動作範囲内で

デューティ50％の発振出力をXIN端子へ入力してください。このとき、XOUT端子は開放としてください。エミュ

レータデバッガでExternalを選択することにより、MCUへ供給するクロックを変更することができます。 
 

図2.19 ユーザシステム上発振回路の使用 
 
 
 図2.20に示すようなXIN-XOUT間に発振子を接続した発振回路では、エバリュエーションMCUとユーザシステムの

間にピッチ変換基板が存在するため、発振できません。XCIN-XCOUT間についても同様です。 
 

図2.20 エミュレータでは使用できない発振回路 
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2.9.3 A/Dコンバータ用バイパスコンデンサ 
 本製品は、A/Dコンバータ用バイパスコンデンサをMCUの直近に取り付け可能とするため、M30290T-EPBM基

板上にフットパターンを用意しています。必要に応じて適切な値のバイパスコンデンサを実装してください。図

2.21に、A/Dコンバータ用バイパスコンデンサの取り付け位置と本製品の構造を示します。 
 

図2.21 A/Dコンバータ用バイパスコンデンサの取り付け位置と本製品の構造 
 

 
A/Dコンバータに関して： 

  A/Dコンバータは、エバリュエーションMCUとユーザシステムの間にピッチ変換基板などが

存在するため、実際のMCUとは結果が異なります。A/Dコンバータの最終評価は、実際の

MCUにて実装評価してください。 
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3. 使用方法(エミュレータデバッガの使い方) 
 
 この章では、エミュレータデバッガの起動から主要ウインドウの使用方法を説明しています。 
 

3.1 エミュレータデバッガの起動 

 
プログラムが完成しデバッグをするときは、「セッション」を切り替えます。セッションは下記ツールバーのド

ロップダウンリストで変更します。 
 
 

 
 

 
プロジェクト作成時に選択したターゲットの数だけセッションが作成されていますので、接続するターゲットに

対応したセッションをドロップダウンリストから選択してください。M16C/Tinyコンパクトエミュレータに接続す

るには、”SessionM16C_R8C_Compact_Emulator”を選択します。 
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3.2 Initダイアログ 

 
 Initダイアログは、エミュレータデバッガ起動時に必要な項目を設定するためのダイアログです。 
このダイアログで設定した内容は、次回起動時も有効となります。 
 
(1)MCUタブ 
 
①MCUファイルの指定 

 
②アドレス一致ブレーク機能の使用/未使用 

 

 

 

MCUファイルの指定 
“参照...”ボタンをクリックして下さい。 

ファイルセレクションダイアログがオープンします 

ので、ターゲットMCUに該当するMCUファイルを指

定してください。 

● MCUファイルは、ターゲットMCUの固有情報を 
 格納したファイルです。 
● 指定したMCUファイルは、MCUタブのMCU領域 
 に表示されます。 

 

 

アドレス一致ブレーク機能の使用/未使用 
アドレス一致ブレーク機能を利用するかどうかを 
指定します。 
● アドレス一致ブレーク機能を利用する場合 
 (デフォルト) 
 チェックボックスをチェックしてください。 
 この時、アドレス一致割り込みはエミュレータが 
 使用します。ユーザのプログラムで使用することは 
 できません。 
●アドレス一致ブレーク機能を利用しない場合 
 チェックボックスのチェックを外してください。 
 この時、アドレス一致割り込みはユーザの 
 プログラムで使用できます。 
 

この指定は、エミュレータデバッガ起動時のみ設定/ 

変更が可能です。 

Serial No. 
現在接続されているエミュレータの一覧を表示 
します。接続するエミュレータのシリアルNo.を 
選択してください。 
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③CPU書き換えモードの使用/未使用 

 
④トレースポイント機能の使用/未使用 

 

 

 

CPU書き換えモードの使用/未使用 
CPU書き換えモードをデバッグするかどうかを指定 
します。 
CPU書き換えモードを使用したユーザシステムを 

デバッグする場合は、チェックボックスをチェック 

してください。 

この指定は、エミュレータデバッガ起動時のみ設定/ 

変更が可能です。 

[補足事項] 
CPU書き換えモードデバッグを有効にした場合、 
以下の機能は使用できません。 
 ●内蔵ROM領域へのS/Wブレークポイント設定 
 ●内蔵ROM領域へのCOME実行 

 

 

トレースポイント機能の使用/未使用 
本エミュレータでは2点のイベントを持ち、トレース 
機能とハードウェアブレーク機能を共用しています。

トレースポイント機能を利用するかどうかを指定 
します。 
●トレースポイント機能を利用しない場合 
 (デフォルト) 
 チェックボックスのチェックを外してください。 
 この時、イベントをハードウェアブレーク機能 
 として使用します。 
●トレースポイント機能を利用する場合 
 チェックボックスをチェックしてください。 
 この時、イベントをトレースポイント用として 
 使用します。ハードウェアブレーク機能は使用 
 できなくなります。 
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⑤セルフチェックの実行 

 
 
 
(2)デバッグ情報タブ 
 
①使用コンパイラ/オブジェクトフォーマット参照 

 

 

セルフチェックの実行 
起動時にエミュレータのセルフチェックを実行 
する場合に指定します。 
起動時にセルフチェックを行いたい場合のみ、 

チェックボックスをチェックしてください。 

次のような場合に指定してください。 

●新規にエミュレータを購入した場合 
●ファームウェアのダウンロードに失敗するとき  
● ファームウェアのダウンロードは成功するが、 

エミュレータデバッガの起動に失敗するとき  
● MCUが暴走する、あるいは、トレース結果が 
 おかしい場合などに、エミュレータが正常に 
 動作しているか確認したいとき 
 
チェックボックスをチェックして“OK”ボタンを押

すと、エミュレータと通信しファームウェアを確認し

た直後にセルフチェックが始まります。この指定は、

エミュレータデバッガ起動時のみ設定が可能です。 
 

 

 

使用コンパイラ/オブジェクトフォーマット
の参照 
ご使用のコンパイラと、オブジェクトファイルの

フォーマットを表示します。 
本ダイアログで、現在の設定内容が確認できます。設

定は、メニュー[デバッグ]→[デバッグの設定...]で

開くダイアログで行ってください。 

デバッグ情報の格納方式指定 
デバッグ情報の格納方式には、オンメモリ方式とオン

デマンド方式があります。 

デバッグ情報の格納方式を選択してください(デフォ

ルトはオンメモリ方式です)。 

オンデマンド方式を選択する場合、[必要時のみデ

バッグ情報を読み込む]チェックボックスをチェック

します。  

● オンメモリ方式 
デバッグ情報をホストマシンのメモリ上に保持しま

す。ロードモジュール（ユーザプログラム）の規模

が小さい場合に適します。 

● オンデマンド方式 
デバッグ情報を再利用可能なテンポラリファイル上

に保持します。同一ロードモジュールに対する二度

目以降のダウンロードでは、 保持されたデバッグ情

報を再利用するため、高速にダウンロード可能で

す。ロードモジュール（ユーザプログラム）の規模

が大きい場合に適します。 
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(3)エミュレータタブ 
 
①ターゲットクロックの指定 

 
 
 
(4)起動スクリプトタブ 
 
①スクリプトコマンドの自動実行 

 
 
上記(1)～(4)のタブ設定が完了すれば、"OK"ボタンを押してください。 
 

 

 

ターゲットクロックの指定 
MCU（メインクロック、サブクロック）への供給 
クロックを指定します。 
ターゲットマイコンの使用クロックに合わせて設定 
を変更してください。 
●Internal 
 エミュレータ内部のクロック 
●External 
 ユーザシステムのクロック 
 
指定した内容は、次回エミュレータデバッガ起動時も

有効となります。

 

 

スクリプトコマンドの自動実行 
エミュレータデバッガ起動時にスクリプトコマンドを

自動実行するには、“参照...”ボタンをクリックし、

実行するスクリプトファイルを指定してください。 
 
“参照...”ボタンをクリックすることにより、ファイ

ルセレクションダイアログがオープンします。 
指定されたスクリプトファイルは、ファイル名:領域に

表示されます。 
スクリプトコマンドを自動実行しないようにする 
には、ファイル名:領域に表示された文字列を消去して 
ください。 
 
指定した内容は、エミュレータデバッガ起動時のみ反

映されます。エミュレータデバッガ起動後にInitダイ

アログで再設定した場合は、有効になりません 
(エミュレータデバッガを再起動してください)。 
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3.3 MCU Settingダイアログ 

 
MCU Settingダイアログは、ユーザシステムの情報を設定するためのダイアログです。Initダイアログをクローズ

した後にオープンします。 
 
(1)MCUタブ 
 
①プロセッサモードの指定 

 
②端子状態の参照 

 

 

 

プロセッサモードの指定 
ユーザシステムにあわせて、プロセッサモードを指定

してください。 
M16C/26A,28,29グループは以下のプロセッサモードの

み指定できます。 

 

●Single-chip Mode：シンブルチップモード 

PM10(00005h番地のbit0)の指定 
データ領域アクセス許可ビット（PM10）を1で使用す

る場合はチェックしてください。 

 

 

端子状態の参照 
ユーザシステムの端子状態を確認できます。設定する 

プロセッサモードと一致しているかを確認できます。 

 

“NC”表示は、値が不定であることを表します。 
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(2) Flash Clearタブ 
 
①MCU内蔵フラッシュROMクリアの設定 

 
 
上記(1)～(2)のタブ設定が完了すれば、"OK"ボタンを押してください。 
 

 

 

MCU内蔵フラッシュROMクリアの設定 
ユーザプログラムやデータのダウンロードの際に 

MCU内蔵フラッシュROMの内容をクリア 

(フラッシュROMの消去状態0xFF）するか否かかを 

指定してください。 

リストにはMCU内蔵フラッシュROMがブロック 

単位で表示されています。 

● チェックマークを付けたブロックは、ダウンロード 
 時にフラッシュの内容がクリアされません。 
 ダウンロードで上書きされない個所のメモリ内容は 
 そのまま残ります。 
● チェックマークを外したブロックは、ダウンロード 
 時にフラッシュの内容がクリアされます。 
● “全て選択”ボタンを押すと、全ブロックにチェッ

クマークが付きます（ダウンロード時にすべての 
 ブロックはクリアされません）。 
● “全て解除”ボタンを押すと、全ブロックのチェッ

クマークが外れます（ダウンロード時にすべての 
 ブロックがクリアされます）。 
 
指定した内容は、次回起動時も有効となります。 
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3.4 エミュレータへの接続確認 

エミュレータデバッガがエミュレータに正常接続できたことを確認します。 
 

エミュレータへの接続確認 
INITダイアログおよびMCU Settingダイアログの設定完了後、正常に

エミュレータに接続できれば、[アウトプット]ウィンドウの"Debug"タ
ブに"Connected"と表示されます。 
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3.5 プログラム実行 

(1)プログラムダウンロード 
 
①ワークスペースウインドウからのダウンロード 

 

プログラムダウンロード 
デバッグしたいオブジェクトプログラムをダウンロー

ドします。 

[Download modules]の[xxx.x30]から[ダウンロード]を選

択します。 

 

[デバッグ]メニューから[ダウンロード]を選択してもダ

ウンロードできます。 

 

 

②プログラム表示 

 

 

 
 

エディタ(ソース)ウィンドウ 
エディタ(ソース)ウィンドウは、現在のプログラムカ

ウンタ位置に該当するソースファイルを表示するウィ

ンドウです。 

 

プログラムカウンタ位置の背景色は黄矢印で表示され

ます。 

カーソル位置までの実行、ソフトウェアブレークポイ

ントの設定/解除等ができます。 

 

本エミュレータではMCU内蔵フラッシュROMを使用して

いるため、購入時のROM領域データ初期値は“FFh”と

なります。 
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(2)プログラム実行 
 
①ターゲットプログラムのリセット 

 

 
 

 
 

 

CPUリセット 
ターゲットMCUをリセットします。 

 

[デバッグ]メニューから[CPUリセット]を選択しても 

リセットできます。 

②ターゲットプログラムの実行(Go) 

 

 

③ターゲットプログラムの実行(Go Free) 

 
④ターゲットプログラムの実行(Reset Go) 

 
⑤ターゲットプログラムのステップ実行 

 

 

実行 
現PC位置からプログラムを実行します。 

 

[デバッグ]メニューから[実行]を選択しても実行 

できます。 

 

 

 

フリー実行 
現PC位置からプログラムを実行します。 

設定されたS/WブレークやH/Wブレークは無効となり

ます。

リセット後実行 
リセット後、プログラムを実行します。 

 

 

 

 

[デバッグ]メニューから[リセット後実行]を選択しても

実行できます。 

 

 

 

ステップイン 
各ステートメントを実行します（関数内のステートメ

ントを含む）。 

ステップオーバ 
関数コールを1ステップとして、ステップ実行しま

す。 

ステップアウト 
関数を抜け出し、関数を呼び出したプログラムの次の

ステートメントで停止します。 

 
[デバッグ]メニューから[ステップイン]などを選択して

も実行できます。
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⑥ターゲットプログラムの停止 

 

 

 

 

停止 
プログラムを停止します。 

[デバッグ]メニューから[プログラムの停止]を選択して

も実行できます。 

⑦ターゲットプログラム停止後のエディタ(ソース)ウインドウ 

 

 

 

エディタ(ソース)ウインドウ 
プログラム停止位置を黄色矢印で示しています。 
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(3) ブレークポイント設定 
 
① ブレークポイント設定後画面 
 

 

ブレークポイント設定後画面 
ブレークポイントには、以下の3種類がありま

す。 
●アドレス一致ブレークポイント 
 InitダイアログのMCUタブにて"アドレス一致

割り込みをアドレス一致ブレーク機能に使用す

る"にチェックした場合のみ、使用できます。 
 エディタ(ソース)ウィンドウのアドレス一致

ブレークポイント設定用カラム上で、ブレーク

ポイントを設定する行をダブルクリックするこ

とにより、設定/解除が可能です。(設定行に青

丸が表示されます)。 

 
6点設定可能です。 

 
アドレス一致ブレークは設定ポイント実行前に

停止します。 

 
●S/Wブレークポイント 
 エディタ(ソース)ウィンドウのS/Wブレークポ

イント設定用カラム上で、ブレークポイントを

設定する行をダブルクリックすることにより、

設定/解除が可能です。(設定行に赤丸が表示さ

れます)。 
 ブレーク命令に書き換えてプログラム実行す

るためROM領域設定後のプログラム実行開始は

内蔵フラッシュROMの書き換えが発生しますの

で、実行開始までに数秒かかります。 

 
S/Wブレークは設定ポイント実行前に停止しま

す。 

 
●H/Wブレークポイント 
 H/Wブレークポイント設定ウィンドウにて設

定/解除が可能です。 

 
 H/Wブレークは設定ポイント実行後(数サイク

ル後)に停止します。 
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(4)カーソル位置まで実行する 
 
①カーソル位置まで実行設定 

 

 

②カーソル位置まで実行終了 

 
 

 

カーソル位置まで実行設定手順 
①エディタ(ソース)ウィンドウの実行させたい行をク

リックします。 

②カーソル位置まで実行ボタンをクリックします。 

 

[デバッグ]メニューから[カーソル位置まで実行]を選択

しても実行できます。
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3.6 H/Wブレークポイント設定ウィンドウ 

 
(1) ブレークイベント設定ダイアログ 
 
①H/Wブレークポイント設定ウィンドウのオープン 

 
②H/Wブレークポイント設定ウィンドウ初期画面 

 
③ブレークイベント設定ダイアログのオープン 

 

 H/Wブレークポイント設定ウィンドウ 
初期画面 
[H/Wブレークを有効にする]チェックボックスを 

チェックしてください。H/Wブレークポイント設定が

可能になります。 

 
 

 

H/Wブレークポイント 
クリックするとH/Wブレークポイント設定 

ウィンドウが開きます。 

 ブレークイベント設定 
設定したいイベント行をクリックします。 
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④ブレークイベント設定ダイアログのオープン 

 
 
(2) FETCHを選択した場合 
 
①アドレス設定画面 

 

 イベント種別の指定 
設定したいイベント種別をドロップダウンリストから

選択します。 

● FETCH 

命令プリフェッチを検出します。 

● DATA ACCESS 

メモリアクセスを検出します。 

● BIT SYMBOL 

ビットアクセスを検出します

 アドレス設定 
指定アドレス、指定アドレス範囲などの8条件の設定 

が可能です。 

設定が完了したら“OK”をクリックします。 
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(3) DATA ACCESSを選択した場合 
 
①アドレス設定画面 

 
②データ設定画面 

 

 アドレス設定 
指定アドレス、指定アドレス範囲などの8条件の設定 

が可能です。 

 データ設定 
指定データ、データ比較しないの2条件の設定が 

可能です。 

アクセス条件設定 
リード、ライト、リード/ライトの3条件の設定が 

可能です。 

データ、アクセス条件設定が完了したら“OK”を 

クリックします。 
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③データ設定例 

 

偶数番地ワードアクセスのイベント設定 
MOV.W R0,512h(R0=0203h) 

上位下位データ有効 

 

 

 

奇数番地ワードアクセスのイベント設定 
MOV.W R0,519h(R0=0203h) 

奇数番地上位データ有効 

偶数番地下位データ有効 

 

 

 

 

偶数番地バイトアクセスのイベント設定 
MOV.B R0L,516h(R0L=03h) 

下位データ有効 

 

 

 

奇数番地バイトアクセスのイベント設定 
MOV.B R0L,515h(R0L=03h) 

上位データ有効 

 

 

ブレークイベント設定 
A1 

Address 1 ：000512 

Data 1 ：0203 

MASK ：FFFF 

Access ：WRITE 
 

ブレークイベント設定(2イベント使用) 
A1  A2 

Address 1 ：000519 Address 1 ：00051A 

Data 1 ：0300 Data 1 ：0002 

MASK ：FF00 MASK ：00FF 

Access ：WRITE Access ：WRITE 
 

イベント組み合わせを“AND”に設定ください。 

 

ブレークイベント設定 
A1 

Address 1 ：000516 

Data 1 ：0003 

MASK ：00FF 

Access ：WRITE 
 

ブレークイベント設定 
A1 

Address 1 ：000515 

Data 1 ：0300 

MASK ：FF00 

Access ：WRITE 
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(4) H/Wブレークポイント組み合わせ条件設定 
 
①組み合わせ条件設定画面 

 

 

 

組み合わせ条件設定 
組み合わせ条件には、以下の3種類があります。 

●OR 
 指定イベントのいずれかが成立 
●AND 
 指定イベントがすべて成立 
●AND(Same Time) 

 指定イベントが同時に成立 

 

設定が完了したら“設定”をクリックします。 
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3.7 トレースウィンドウ 

 
(1)トレースウィンドウ 
①トレースウインドウのオープン 

 

 

 

 

トレースウインドウ 
クリックするとトレースウインドウが開きます。 

 

[表示]メニューから[トレース]→[トレース]を選択して

も実行できます。 

 
②トレースウィンドウ

トレースウィンドウ 
トレースウィンドウは、リアルタイムトレース計測 

結果を表示するウィンドウです。 

トレースウィンドウは、以下の3種類の表示モードが 

あります。  

●バスモード  
サイクルごとのバス情報が参照できます。実行経路順 

に内容を表示します。  

●逆アセンブルモード  

実行した命令が参照できます。実行経路順に内容を 

表示します。  

●ソースモード  
ソースプログラムの実行経路が参照できます。 

ツールバーのボタンを操作し、経路を参照します。 

 

トレースウィンドウは、リアルタイム計測が終了 

した時点で計測結果を表示します。リアルタイム 

計測が終了していない場合は、トレースウィンドウ 

は空白表示になります。 
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③トレースウィンドウ(バス情報表示) 

 

バス情報表示 トレースウィンドウ(バス情報表示) 
左端より以下の内容を意味します。 
●Address 
アドレスバスの状態を示します。 
●Data 
データバスの状態を示します。 
●BUS 
外部データバス幅を示します。本エミュレータでは、 
16ビット幅“16b”の表示のみです。 
●BHE* 
BHE(Byte High Enable)信号の状態(0 or 1)を示します。 
この信号が‘0’のときは奇数アドレスのデータが有効 
です。 
●BIU 
BIU(バスインタフェース装置)とメモリ・I/O間の状態

を示します。 
 形式  ステータス  
 － ：ノンアクティブ  
 DMA ：DMAなどのCPU要因以外によるデータ 

 アクセス  
 INT ：割り込みアクノリッジサイクル開始  
 IB ：CPU要因による命令コードリード 

 (バイト)  
 DB ：CPU要因によるデータアクセス(バイト) 
 IW ：CPU要因による命令コードリード 

 (ワード)  
 DW ：CPU要因によるデータアクセス(ワード) 
●R/W 
データバスの状態を示します。 
Read状態の場合“R”、Write状態の場合“W”、アク

セスなしの場合“－”と表示します。 
●RWT 
バスサイクルの有効位置を示す信号です。有効の場合 
“0”を示します。 
Address,Data,BIU信号は、本情報が“0”の時に有効と

なります。 
●CPU 
CPUとBIU(バスインタフェース装置)間の状態を示し 
ます。 
 形式  ステータス  
 － ：ノンアクティブ  
 CB ：オペコード読み出し(バイト)  
 RB ：オペランド読み出し(バイト)  
 QC ：命令キューバッファクリア  
 CW ：オペコード読み出し(ワード)  
 RW ：オペランド読み出し(ワード) 

逆アセンブル表示 

ソース表示 
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(2)トレース計測の中断/再開 
 
①トレース計測の中断 

 
 
②トレース計測の再開 

 

 計測中断

クリックするとトレース計測を中断します。 

 再計測

クリックするとトレース計測を再開します。 
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(3) トレースポイント設定ウィンドウ 
 
①トレースポイント設定ウィンドウのオープン 

 
②トレースポイント設定ウィンドウ初期画面 

 

 トレースポイント設定ウィンドウ 
初期画面 
Initダイアログの“トレースポイントを有効にする”

をチェックしてください。 

イベントの設定はH/Wブレークポイント設定と同じ 

です。 

 
 

 
 

トレースポイント 
クリックするとトレースポイント設定ウィンドウが 

開きます。 
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③トレース範囲指定 

 

トレース計測範囲指定 
トレースイベントに対して、トレース範囲を指定する 

ことができます。 

●Break 
 ユーザプログラムが停止するまでの64Kサイクルを 
記録します。 

●Before 
 トレース条件成立までの64Kサイクルを記録します。 
●About 

 トレース条件成立の前後64Kサイクルを記録します。 

●After 

 トレース条件成立後の64Kサイクルを記録します。 

●Full 

 トレース開始からの64Kサイクルを記録します。 

 

④サイクル記録条件設定 

 

サイクル記録条件設定 
トレースメモリに書き込むサイクルの条件を指定する

ことができます。 

●Total 
 全てのサイクルを書き込み 
●Pick up 
 指定した条件が成立したサイクルのみを書き込み 

 

 

●Exclude 

 指定した条件が成立しないサイクルのみを書き込み 

サイクル記録条件を設定したら、クリックします。 

トレース記録条件ダイアログがオープンします。 

書き込みモード

 

指定Startイベント成立サイクルのみ 

 

 
指定Startイベント成立から指定Startイベント非成立まで

のサイクル 
 

 
開始Startイベント成立から終了Endイベント成立までの

サイクル 
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3.8 RAMモニタウィンドウ 

 
(1)RAMモニタウィンドウ 
 
①RAMモニタウインドウのオープン 

RAMモニタ

 
 
②RAMモニタウインドウ 

 RAMモニタウィンドウ 
RAMモニタウィンドウは、ユーザプログラム実行中の

メモリの変化を表示するウィンドウです。 

リアルタイムRAMモニタ機能を使用し、RAMモニタ

領域に該当するメモリ内容をダンプ形式で表示しま

す。表示内容は、ユーザプログラム実行中に一定間隔

(デフォルトは100msec)で更新されます。 

 

 

 

 

 
クリックするとRAMモニタウインドウが開きます。 

 

[表示]メニューから[CPU]→[RAMモニタ]を選択しても

実行できます。 
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(2) RAMモニタ領域設定ウィンドウ 
 
①RAMモニタ領域設定ウィンドウのオープン 

 
②RAMモニタ領域設定ウィンドウ初期画面 

 

 

 

RAMモニタ領域の設定

RAMモニタ領域設定ウィンドウ初期画面 
デフォルトは000400h～0007FFhに設定しています。 

変更する場合は、“追加”“削除”ボタンをクリック

します。 

 
 

 

 
クリックするとRAMモニタ領域設定ウィンドウが 

開きます。 
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③RAMモニタ領域設定ダイアログ 

 
 
④RAMモニタ領域を400hから1ブロックに変更したRAMモニタ領域設定ウィンドウ 

 
 
⑤RAMモニタ領域設定ダイアログ 

 

 開始アドレス指定 
RAMモニタ開始アドレスの設定が可能です。 

サイズ指定

 
 

 
開始アドレスからの割り当てブロック数の設定 

が可能です。1ブロックは256バイトとなります。 

 開始アドレス指定 
RAMモニタ開始アドレスの設定が可能です。 

 

RAMモニタ領域を追加する場合は“追加”ボタンを 

クリックするとRAMモニタ領域設定ダイアログが 

表示されます。 

RAMモニタ表示領域の変更  
RAMモニタ領域設定ウィンドウで設定した領域の 

表示が切り替えられます。 

●↑ ：前アドレスのブロックを表示します。 

●↓ ：後アドレスのブロックを表示します。 

 

データ表示領域及びコード表示領域の背景色は、 

アクセス属性によって以下のようになります。 

●緑色 ：Readアクセスされたアドレス 

●赤色 ：Writeアクセスされたアドレス 

●白色 ：アクセスされていないアドレス 

 背景色は、変更可能です。 
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4. ハードウェア仕様 
 
 この章では、本製品の仕様について説明しています。 
 

4.1 ターゲットMCU仕様 

 表4.1に、本エミュレータにおいてデバッグ可能なターゲットMCU仕様を示します。 
 
表4.1 M30290T2-CPEのターゲットMCU仕様 

項 目 内 容 
エミュレーション可能MCU M16C/26A, M16C/28, M16C/29グループ 
対応MCUモード シングルチップモード 
対応最大ROM/RAM容量 ①MCU内蔵フラッシュROM：128KB＋4KB 

 0F000h～0FFFFh, E0000h～FFFFFh 
②MCU内蔵RAM：12KB 
 00400h～033FFh 

対応動作電圧/周波数 電源電圧 3.0～5.5V時：20MHz 
電源電圧 2.7～5.5V時：10MHz 
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4.2 ターゲットMCUとの相違点 

 ターゲットMCUとの相違点を以下に示します。本エミュレータを使用し、デバッグする際にはご注意願います。 
 

重 要  
MCUとの違いに関して： 

  エミュレータシステムの動作は、実際のMCUと比較して以下の違いがあります。 
①リセット条件 
 立ち上がり時間(0.2Vcc → 0.8Vcc)を1[μs]以下にしてください。 
②電源投入時のMCU内部資源データ初期値 
③リセット解除後の割り込みスタックポインタ(ISP) 
④内蔵メモリ(ROM, RAM)の容量 
 本製品に実装しているエバリュエーションMCUは、RAM 12KB (00400h～033FFh)、 
 フラッシュROM 4KB (0F000h～0FFFFh)＋128KB (E0000h～FFFFFh)を内蔵しています。 
⑤発振回路 
 XIN-XOUT間に発振子を接続した回路では、エバリュエーションMCUとユーザシステムの 
 間にピッチ変換基板が存在するため発振できません。ユーザシステム上の発振回路に 
 ついては、「2.9.2 供給クロックの選択(36ページ)」を参照してください。 
 XCIN-XCOUT間についても同様です。 
⑥リセット時のXin入力 
 リセット時には、Xinにクロック入力が必要です。 
⑦A/Dコンバータ 
 A/Dコンバータは、エバリュエーションMCUとユーザシステムの間にピッチ変換基板など 
 が存在するため、実際のMCUとは結果が異なります。 
⑧リセット解除後の動作 
 リセット解除後、最大350サイクル程度、エミュレータ制御用プログラムが実行されます。

 ユーザプログラム実行時間、トレース結果に反映されますのでご了承願います 
 

RESET*入力に関して： 
  ユーザシステムからRESET*端子への“L”入力は、ユーザプログラム実行中(エミュレータ上

面パネルのRUNステータスLED点灯中)のみ受け付けられます。 
 

NMI*入力に関して： 
  ユーザシステムからNMI*端子への“L”入力は、ユーザプログラム実行中(エミュレータ上面

パネルのRUNステータスLED点灯中)のみ受け付けられます。 
 

マスカブル割り込みに関して： 
  ユーザプログラム停止中(ランタイムデバッグ中を含む)であっても、エバリュエーション

MCUはデバッグ制御用プログラムを実行しているため、タイマなどの機能も動作していま

す。ユーザプログラム停止中(ランタイムデバッグ中を含む)は、エミュレータで割り込みを

禁止しているため、マスカブル割り込みの要求が発生しても受け付けられません。この割り

込み要求は、ユーザプログラムの実行を開始した直後に受け付けられます。 
 
 ユーザプログラム停止中(ランタイムデバッグ中を含む)は、周辺I/Oの割り込み要求が受け付

けられませんのでご注意ください。 
 

DMA転送に関して： 
  本製品は、ユーザプログラムの停止状態を特定アドレスのループプログラムにて実現してい

ます。ユーザプログラム停止の状態でDMA要求が発生した場合、DMA転送処理は実行され

ますが正常なデータを転送できません。また、これによりユーザプログラムの停止状態でも

以下のレジスタ値が変化します。 
①DMA0転送カウンタ：TCR0 
②DMA1転送カウンタ：TCR1 
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アクセス禁止領域に関して： 

  内部予約領域を使用することはできません。この領域へのライトは無視され、リードした値

は不定となります。 
 

スタック領域に関して： 
  本製品は、ワークエリアとしてユーザスタックを最大8バイト消費します。ユーザスタック領

域として、ユーザプログラムで使用する最大容量＋8バイトを確保してください。 
ユーザスタック領域に余裕がない場合、スタックとして使用できない領域(SFR領域、データ

を格納しているRAM領域、ROM領域)をワークエリアとして使用し、ユーザプログラムの破

壊やエミュレータ制御不能の原因となります。 
 
 本製品は、リセット解除後に割り込みスタックポインタ(ISP)を00500hに設定し、リセット解

除時のスタック領域として使用します。 
 

リセットベクタ領域に関して： 
  エバリュエーションMCUをエミュレータ専用のモードで動作させるため、リセットベクタ領

域(FFFFCh～FFFFFh番地)は常にエミュレータ本体内のメモリが選択されます。以下に示すい

ずれかの方法でリセットベクタの内容を設定してください。 
①リセットベクタを含む領域へユーザプログラムをダウンロードする。 
②エミュレータデバッガのMemory Windowなどを操作し、リセットベクタの値を直接設定 
 する。 
 
 リセットベクタ領域の変更は、ユーザプログラム停止中のみ可能です。 
 
 リセットベクタ領域をデータとしてアクセスしないでください。正常にアクセスできない可

能性があります。また、次のバスサイクルで正常に動作しない場合があります。 
 

00000h,00001h番地へのアクセスに関して： 
  M16C/TinyシリーズのMCUは、マスカブル割り込みの要求が発生した場合、その情報(割り込

み番号と割り込み要求レベル)が格納されている00000h,00001h番地をリードし、これによっ

て割り込み要求ビットをクリアする仕様となっています。したがって、(意図的でなくても) 
00000h又は00001h番地をリードすると、許可されている中で最も優先度の高い割り込み要因

の要求ビットがクリアされ、『割り込み要求が発生しても割り込み処理が行われない』とい

う誤動作が発生しますのでご注意ください。 
 

動作周波数に関して： 
  本製品は、メインクロック(XIN-XOUT) 1MHz未満では使用できません。1MHz未満で使用され

る場合は、ツール技術サポート窓口までお問い合わせください。 
 

対応MCUに関して： 
  本製品は、M16C/26A,26T,28,29グループMCUに対応しております。ご使用となるターゲット

MCUによりROM,RAM容量及び周辺機能がそれぞれ異なりますので、プログラム開発時に

は、M16C/26A,26T,28,29各グループのハードウエアマニュアルをご確認ください。 
M16C/26A,26T,28各グループのプログラム開発時には、M16C/26A,26T,28グループに内蔵して

いないSFRへのアクセスをしないでください。 
 本製品は、M16C/26TグループMCUとメインクロック停止ビット(CM05)の初期値が異なりま

す。本製品の初期値は“0”、M16C/26TグループMCUの初期値は“1”となりますのでご注

意ください。 
 

最終評価に関して： 
  最終評価は、評価用MCUでの実装評価を必ず実施してください。また、量産マスク投入前に

はCS (Commercial Sample) MCUでの実装評価を必ず実施してください。 
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4.3 接続図 

 図4.1に、M30290T2-CPEの接続図(一部)を示します。本接続図は、ユーザシステムに接続する回路を中心に記載

しています。エミュレータ制御系など、直接ユーザシステムに接続されない回路は省略しています。図に表示して

いないMCUの信号は、エバリュエーションMCUとユーザシステムを直接接続しています。また表4.2に、本製品で

使用しているICの電気的特性を示します。本製品使用時の参考にしてください。 
 

 
IC11

M16C/29
Emulation Mode

P00～P07
P10～P17
P20～P27
P30～P37
P60～P67
P70～P77
P80～P84

P90～P93, P95～P97
P100～P107

P00～P07
P10～P17
P20～P27
P30～P37
P60～P67
P70～P77
P80～P84
P90～P93, P95～P97
P100～P107

P85/NMI*

P86/Xcout

P87/Xcin

P85/NMI*

P86/Xcout

P87/Xcin

CNVss

RESET*

Xin

Xout

510kΩ Vcc

※

74HC4066

74HC4066

510kΩ Vcc

510kΩ Vcc
※

※

※

74HC4066

※：エミュレータ内部へ接続しています。

510kΩ Vcc

※

74HC4066

ユ
ー

ザ
シ

ス
テ

ム

Xout

 
 

図4.1 M30290T2-CPEの接続図(一部) 
 
表4.2 74HC4066の電気的特性 

規格値 
記 号 項 目 条 件 

最 小 標 準 最 大 
単 位 

RON オン抵抗 Vcc＝4.5V － 96 200 
ΔRON オン抵抗差 Vcc＝4.5V － 10 － 

[Ω] 

IOFF リーク電流(OFF時) Vcc＝12.0V － － ±1 
IIZ リーク電流(ON, 出力OPEN時) Vcc＝12.0V － － ±1 

[μA] 
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4.4 寸法図 

4.4.1 コンパクトエミュレータ全体寸法図 
 図4.2に、M30290T2-CPEとM30290T-PTCBを接続した状態の寸法図(全体寸法図)を示します。 
 

 
85.0 11.0

6
0
.0

3
7
.8

単位[mm]

MADE　

SW1

COMPACT EMULATOR

IN
T

J
P

1

5
.0

V

J
P

2

3
.3

V
E
X
T

RUN

LED3

LED6

L
E
D
5

L
E
D
4

LED2

M30290T2-CPE

POWER USB
5.0V

5.0V

3.3V

M
C

U
P

O
W

E
R

EXT

INT

JP2

JP1

STATUS
SYSTEM

STATUS
TARGET

MADE IN JAPAN

COMPACT EMULATOR

POWER
SAFE

POWER
CLOCK
RESET
RUN

図4.2 コンパクトエミュレータ全体寸法図 
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4.4.2 M30263T-42SSBユーザシステム接続部の寸法図 
 図4.3に、42ピン0.8mmピッチSSOP用変換基板M30263T-42SSB (M30263T2-CPE-FPに同梱)ユーザシステム接続部

の寸法図および参考フットパターンを示します。 
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図4.3 M30263T-42SSBユーザシステム接続部の寸法図および参考フットパターン 
 
 
 
4.4.3 M30260T-48FPDユーザシステム接続部の寸法図 
 図4.4に、48ピン0.5mmピッチLQFP用変換基板M30260T-48FPD (M30260T2-CPE-GPに同梱) ユーザシステム接続

部の寸法図および参考フットパターンを示します。 
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図4.4 M30260T-48FPDユーザシステム接続部の寸法図および参考フットパターン 
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4.4.4 M30291T-64FPDユーザシステム接続部の寸法図 
 図4.5に、64ピン0.5mmピッチLQFP用変換基板M30291T-64FPD (M30291T2-CPE-HPに同梱) ユーザシステム接続

部の寸法図および参考フットパターンを示します。 
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図4.5 M30291T-64FPDユーザシステム接続部の寸法図および参考フットパターン 
 
 
4.4.5 M30290T-80FPDユーザシステム接続部の寸法図 
 図4.6に、80ピン0.5mmピッチLQFP用変換基板M30290T-80FPD (M30290T2-CPE-HPに同梱) ユーザシステム接続

部の寸法図および参考フットパターンを示します。 
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図4.6 M30290T-80FPDユーザシステム接続部の寸法図および参考フットパターン 
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4.5 使用上の注意事項 

 本エミュレータを使用する上での注意事項を以下に示します。本エミュレータを使用し、デバッグする際には 
ご注意願います。 
 

重 要  
セルフチェックに関して： 

  セルフチェックが正常に終了しない場合(ターゲットステータスエラーを除く)は、製品が故

障している可能性がありますので、購入された販売元の担当者までご連絡ください。 
 
 セルフチェックは、ユーザシステム未接続の状態で行ってください。 
 

エミュレータデバッガの終了に関して： 
  エミュレータデバッガを終了し再度起動する場合は、エミュレータ本体の電源も一度切断し

再度投入してください。 
 

ユーザシステムへの電源供給に関して(電源の用件、電源の投入順序)： 
  ユーザシステム接続時は必ずエミュレータのJP1をEXT側に設定してください 

 
 本エミュレータにはユーザシステムへの電源供給機能はありません。ユーザシステムには 
別途電源を供給してください。 
 
 本エミュレータはユーザシステムから最大500mAの電流を消費します。 
 
 ユーザシステムの電源電圧は、以下の範囲内で使用してください。 
2.7[V]≦Vcc≦5.5[V] 
 
 ユーザシステムの電源電圧は、電源投入後変化させないでください。 
 
 電源の投入はホストマシン、エミュレータ、変換基板、ユーザシステムとの接続をもう一度

ご確認の上、以下の手順にしたがって電源を投入ください 
(1)ユーザシステム、エミュレータの電源投入、遮断は可能な限り同時に行ってください。 
(2)エミュレータデバッガ起動後、本製品が動作可能な状態になっているかどうかをエミュレ

 ータのターゲットステータスLEDにより確認してください。 
 
  電源は供給されているか ： ターゲットステータスLED(POWER)点灯*1 
  BCLKは発振しているか ： ターゲットステータスLED(CLOCK)点灯 
 
  *1：ユーザシステムが接続されていない時は、ターゲットステータスLED(POWER)は 
    点灯しません。 
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MCUへのクロック供給に関して： 

  エバリュエーションMCUへ供給するクロックは、エミュレータデバッガのInitダイアログエ

ミュレータタブ内で選択できます。 
①Internalを選択した場合 
 エミュレータ内部の発振回路基板で生成されたクロックを供給します。ユーザシステムの 
  クロック発振状態やユーザプログラムの実行状態に依存しません。 
②Externalを選択した場合 
 ユーザシステム上で発振しているクロックを供給します。ユーザシステムのクロック発振 
  状態に依存します。 
 

ストップモード、ウェイトモードに関して： 
  ストップモードやウェイトモードに移行する命令をシングルステップ実行しないでくださ

い。通信エラーが発生する場合があります。 
 

MCUステータスの表示に関して： 
  エミュレータデバッガのMCU SettingダイアログMCUタブ内で参照できるMCU端子状態は、

ユーザシステムの端子レベルを表示しています。使用するモードに応じた端子レベルが設定

されていることを確認してください。 
①シングルチップモードを使用する場合 
 CNVss：“L” 
 

ブレークの種類に関して： 
  エミュレータデバッガでは、以下3種類のブレーク機能が選択可能です。 

①アドレス一致ブレーク 
 MCUのアドレス一致割り込み機能を使用し、指定したアドレスの命令を実行する直前で 
 ブレークさせるデバッグ機能です。指定したアドレスの命令は実行されません。 
②ソフトウェアブレーク 
 指定したアドレスの命令をBRK (00h)に変更してBRK割り込みを発生させ、指定したアド 
 レスの命令を実行する直前でブレークさせるデバッグ機能です。指定したアドレスの命令 
 は実行されません。 
③ハードウェアブレーク 
 指定したアドレスの命令実行検出をブレークイベントに設定してブレークさせるデバッグ 
 機能です。指定したアドレスの命令を実行した後にブレークします。 
 

アドレス一致ブレークに関して： 
  アドレス一致ブレークは、設定や解除の処理速度が速く、MCU内蔵フラッシュROMの書き

換え回数を低減することができます。このため、MCU内蔵フラッシュROM領域へのブレー

クポイントは、アドレス一致ブレークが優先的に設定されます。 
 
 アドレス一致ブレークは、MCU内蔵RAM領域およびMCU内蔵ROM領域のみ設定可能です。 
 
 アドレス一致ブレークポイントは、ユーザプログラム実行中でも設定や解除が可能です。 
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アドレス一致割り込みに関して： 

  ユーザプログラム中でアドレス一致割り込み機能を使用する場合は、エミュレータデバッガ

のInitダイアログMCUタブ内で[アドレス一致割り込みをアドレス一致ブレークに使用する]の
チェックを外してください。これにより、MCU内蔵RAM領域およびMCU内蔵ROM領域に

は、通常のソフトウェアブレークが設定されます。 
 
 アドレス一致割り込みの発生するアドレスにソフトウェアブレークを設定しないでくださ

い。ユーザプログラムが暴走する場合があります。ソフトウェアブレークやハードウェアブ

レークは、アドレス一致割り込み処理の先頭に設定してください。 
 
 アドレス一致割り込みの発生するアドレスをシングルステップ実行した場合、アドレス一致

割り込み処理と割り込みから復帰した最初の命令を実行した後にユーザプログラムが停止し

ます。 
 

ソフトウェアブレークに関して： 
  ソフトウェアブレークは、指定したアドレスの命令をBRK (00h)に変更します。このため、 

トレース結果のバス表示などを参照する場合は、“00h”が表示されますのでご了承くださ

い。 
 
 BRK命令はエミュレータで使用しているため、ユーザプログラム中ではご使用にならないで

ください。 
 
 MCU内蔵ROM領域のソフトウェアブレークポイントは、ユーザプログラム実行中に設定や

解除できません。MCU内蔵RAM領域については設定や解除が可能です。 
 

監視タイマに関して： 
  ユーザシステムのリセット回路に監視タイマ機能がある場合、エミュレータ使用時は監視 

タイマ機能を禁止してください。 
 

プロテクトレジスタに関して： 
  ポートP9方向レジスタやSI/Oi制御レジスタへの書き込みを許可するプロテクトレジスタ

PRCRのビット2 PRC2を以下の方法で変更した場合は、プロテクトが解除されません。 
①『PRC2を“1”にセットする命令』をシングルステップ実行 
②『PRC2を“1”にセットする命令』から『ポートP9方向レジスタやSI/Oi制御レジスタの 
 設定』までの間にブレークポイントを設定 
③Memory WindowやScript Windowから『PRC2を“1”に設定』 
 

MCU内蔵フラッシュROMに関して： 
  MCU内蔵フラッシュROMは、書き込み／消去回数が有限であるため、寿命による交換が 

必要となります。プログラムのダウンロード時に、以下のエラーが頻繁に発生する場合は、 
別売のMCU基板をご購入ください。 
①フラッシュROM消去エラーが発生しました。ERROR(16258) 
②フラッシュROMベリファイエラーが発生しました。ERROR(16259) 
ご購入については、最寄りの株式会社ルネサス テクノロジ、株式会社ルネサス ソリュー

ションズ、株式会社ルネサス販売または特約店へお問い合わせください。 
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CPU書き換えモードのデバッグに関して： 

  M16C/26A, M16C/28, M16C/29グループのCPU書き換えモードデバッグにおいて、ブロック0
領域(FF000h～FFFFFh番地)のフラッシュROMを書き換えないでください。書き換えた場合、

エミュレータが制御できなくなります。 
 
 エミュレータデバッガのInitダイアログMCUタブ内で[CPU書き換えを使うプログラムをデ

バッグする]をチェックした場合、以下の機能が使用できません。 
①内蔵ROM領域へのソフトウェアブレークポイント設定 
②内蔵ROM領域へのCOME実行 
 
 CPU書き換えモード、イレーズサスペンドモード状態で、プログラムを停止しないでくださ

い。また、CPU書き換えモード、イレーズサスペンドモードになる命令をシングルステップ

しないでください。CPU書き換えモード、イレーズサスペンドモードでは、エミュレータが

制御できなくなります。 
 
 CPU書き換え実行後のデータは、書き換え制御プログラム領域以外でプログラムを停止さ

せ、Memory Windowなどで参照してください。 
 
 次の割り込みベクタはエミュレータシステムが使用するため、リードした場合は期待する値

とは異なるデータが読み出されます。 
①BRK命令(FFFE4h～FFFE7h) 
②アドレス一致(FFFE8h～FFFEBh) 
③シングルステップ(FFFECh～FFFEFh) 
④DBC (FFFF4h～FFFF7h) 
 

CE宣言への適合に関して： 
  本製品はCEマーキング（ EN55022: 1998 Class A, EN55024: 1998 ）に適合しておりますが、

下記の点に注意してご使用ください。 
・本製品取り扱いにあたっては静電破壊に十分ご注意ください。 
・テレビやラジオ受信機を本製品の30m以内で使用しないでください。 
・本製品の正常動作のため、携帯電話などの電波を発生する機器を本製品の10m以内で使用 
 しないでください 
・本製品を使用しない時は電源を落としてください。 
 
 本製品は高周波ノイズを発生し無線通信に電波障害を引き起こす可能性があります。 
 
 本製品がラジオおよびテレビ受信機に電波障害を引き起こすことが判明した場合（本製品の

電源をON/OFFすることで判断できます）、以下のいずれかの方法により電波障害を改善す

ることをお勧めします。 
・ケーブルがプローブ基板および変換基板へ接触しないようにする。 
・受信アンテナの方向を変える。 
・本製品をラジオおよびテレビ受信機から離す。 
・本製品を受信機とは異なるコンセントに接続する。 
・販売会社またはラジオ/テレビのサービスマンに相談する。 
 
 本製品に添付されているフェライトコアを電源ケーブルのDCプラグから近い部分に装着して

ください。 
装着しない場合、電波障害を引き起こす可能性があります。 
電源ケーブルは図のようにフェライトコアに1回巻きつけてから、”カチッ”と音がするまで

押さえてください。 
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5. トラブルシューティング 
 
 この章では、本製品が正常に動作しない場合の対処方法を説明しています。 
 

5.1 トラブル時の解決フロー 

 図5.1に、エミュレータシステムの電源投入から、エミュレータデバッガ起動までに問題が発生した場合の、解

決フローを示します。ユーザシステムは外した状態で確認してください。また最新の情報については、以下のホー

ムページを参照してください。 
 

［ホームページアドレス］http://www.renesas.com/jp/tools

 
 

エミュレータ電源投入

エミュレータの
LED表示確認

対策1：電源ケーブルの接続を確認してください。
　　　　　→2.4　エミュレータ用電源の接続参照

対策2：ユーザシステムに電源が正しく供給されているか
　　　　確認してください。
　　　　　→2.6　電源の投入を参照

エミュレータデバッガの
Initダイアログ表示

対策1：エミュレータデバッガの環境設定を確認してください。
　　　　　→エミュレータデバッガユーザーズマニュアルを参照

対策2：エミュレータデバッガを再インストールしてください。

エミュレータデバッガの
MCU Settingダイアログ表示

5.2(2)　エミュレータデバッガ起動時にMCU Settingダイアロ
グが表示されない を参照

エミュレータデバッガの
Programウィンドウ表示

5.2(3)　エミュレータデバッガを起動するとエラーが出る
を参照

エミュレータデバッガ起動完了

正常表示

正常表示

正常表示

正常表示

正常表示されない

正常表示されない／エラー表示

正常表示されない／エラー表示

エラー表示

 

図5.1 トラブル時の解決フロー 
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5.2 エミュレータデバッガが起動しない 

(1)エミュレータのLEDが正常表示されない 
 
表5.1 エミュレータのLED表示異常時の確認事項 

エラー内容 ユーザ 
システムの接続

確認内容 

LEDが点灯しない － 電源ケーブルの接続を再度確認してください。 
→2.4 エミュレータ用電源の接続(22ページ)参照 
 

ターゲットステータスLEDの

POWER LEDが点灯しない 
接 続 ユーザシステムに電源(VccおよびGND)が正しく供給されて 

いるかを確認してください。 
 

未接続 ① エミュレータデバッガのクロック選択でメイン／サブとも 
 EXT設定になっていないかを確認してください。 
 →エミュレータデバッガのCLKコマンド参照 
 
② エミュレータ本体内部の発振回路基板が正しく取り付け 
 られ、発振しているかを確認してください。 
 →2.9.2 供給クロックの選択(36ページ)参照 
 

ターゲットステータスLEDの

CLOCK LEDが点灯しない 

接 続 クロックをユーザシステム上の発振回路を使用する設定にし

ている場合は、ユーザシステム上の発振回路が正しく発振し

ているかを確認してください。 
→2.9.2 供給クロックの選択(36ページ)参照 
 

ターゲットステータスLEDの

RESET LEDが消灯しない 
接 続 ユーザシステムのリセット端子が、“Ｈ”レベルになってい

るかを確認してください。 
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(2)エミュレータデバッガ起動時にMCU Settingダイアログが表示されない 
 
表5.2 エミュレータデバッガ起動時エラー確認事項 

エラー内容 確認内容 
通信エラーが発生しました。 
ターゲットにデータが転送できません。 

USBインタフェースケーブルが正しく接続されているかご確認く

ださい。 
→2.5 ホストマシンとの接続(23ページ)参照 
 

コンパクトエミュレ－タではありません。 コンパクトエミュレータ以外のエミュレータ（PC4701システムや

PC7501システムなど）が接続されていないかご確認ください。 
 

現在ターゲットMCUはリセット状態です。 ①ユーザシステムのリセット端子が、“Ｈ”レベルになっている

かを確認してください。 
 
②ユーザシステム上のリセット端子が“L”→“H”に変化して 
 いるかを確認してください。 
 

現在ターゲットMCUはリセット不可状態 
です。 

①NMI*端子のレベルが“H”であることを確認してください。 
 
②ユーザシステム上でウォッチドック機能付きのリセット回路を

使用している場合は、ウォッチドック機能を禁止してくださ

い。 
 

③ユーザシステム上に電源、GNDが正しく供給されているかを 
確認してください。 
 

現在ターゲットはHOLD状態です。 MCUがストップモードまたはウエイトモードになっています。

MCUをリセットするか割り込みにより解除してください。 
→MCUの仕様書参照 
 

現在ターゲットクロックが停止状態です。 クロックをユーザシステムから供給する設定にしている場合は、

ユーザシステム上の発振回路が正しく発振しているかを確認して

ください。 
→2.9.2 供給クロックの選択(36ページ)参照 
 

現在ターゲットMCUは電源未供給状態 
です。 

ユーザシステム上に電源、GNDが正しく供給されているかを確認

してください。 
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(3)エミュレータデバッガを起動させるとエラーが出る 
 
表5.3 エミュレータデバッガ起動時エラー確認事項 

エラー内容 確認内容 
ターゲットMCUが暴走しました。 ① ユーザシステム上に実装されているNQPACK等が、正しく半田付

けされていることを確認してください。 
 

②ユーザシステムとの接続コネクタが、正しく嵌合されていること

を確認してください。 
 

③CNVSS端子のレベルが“L”であることを確認してください。 
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5.3 サポート依頼方法 

 「5. トラブルシューティング」確認後、製品のサポートを依頼される場合は、エミュレータデバッガのインス

トーラが生成する以下のテキ ストファイルに必要事項を記入の上、ツール技術サポート窓 口

support_tool@renesas.comまで送信ください。 
 
¥SUPPORT¥製品名¥SUPPORT.TXT 
 
 サポートを依頼される場合には、以下情報の追記をお願いします。 
①動作環境 
 ・動作電圧   ： [V] 
 ・動作周波数   ： [MHz] 
 ・MCUへのクロック供給源 ：エミュレータ内発振回路基板使用／ユーザシステム上の発振回路使用 
 
②発生状況 
 ・エミュレータデバッガは起動する／しない 
 ・セルフチェック時にエラーが発生する／しない 
 ・発生頻度 常時／頻度（          ） 
 
③サポート依頼内容 
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6. 保守と保証 
 
 この章では、本製品の保守方法と保証内容、修理規定と修理の依頼方法を説明しています。 
 

6.1 ユーザ登録 

 ご購入頂いた際には、必ずユーザ登録をお願い致します。ユーザ登録については、本ユーザーズマニュアルの「

ユーザ登録」(11ページ)を参照ください。 
 
 

6.2 保守 

(1)本製品に埃や汚れが付着した場合は、乾いた柔らかい布で拭いてください。シンナーなどの溶剤を使用した場

合には、塗料が剥げたりしますので使用しないでください。 
(2)長時間使用しない時は、安全のため電源プラグをコンセント等から抜いて保管してください。 
 
 

6.3 保証内容 

 本書の「重要事項」、「安全事項」を守った正常な使用状態のもとで、購入後1年以内に故障した場合は、無償

修理または、無償交換いたします。 
ただし、次の項目による故障の場合は、ご購入から1年以内でも有償修理または、有償交換といたします。 
 ・製品の誤用、濫用または、その他異常な条件下での使用 

 ・弊社以外による改造、修理、保守または、その他の行為 

 ・ユーザシステムの不備または、誤使用 

 ・火災、地震、または、その他の事故 

修理を依頼される際は、購入された販売元の担当者へご連絡ください。 

なお、レンタル中の製品は、レンタル会社または、貸し主とご相談ください。 

 
 

6.4 修理規定 

(1)有償修理 
 ご購入後1年を超えて修理依頼される場合は、有償修理となります。 
 
(2)修理をお断りする場合 
 次の項目に該当する場合は、修理ではなく、ユニット交換または、新規購入いただく場合があります。 
 ・機構部分の故障、破損 
 ・塗装、メッキ部分の傷、剥がれ、錆 
 ・樹脂部分の傷、割れなど 
 ・使用上の誤り、不当な修理、改造による故障、破損 
 ・電源ショートや過電圧、過電流のため電気回路が大きく破損した場合 
 ・プリント基板の割れ、パターン焼失 
 ・修理費用より交換の費用が安くなる場合 
 ・不良箇所が特定できない場合 
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(3)修理期間の終了 
 製品生産中止後、1年を経過した場合は修理不可能な場合があります。 
 
(4)修理依頼時の輸送料など 
 修理依頼時の輸送料などの費用は、お客様でご負担願います。 
 
 

6.5 修理依頼方法 

 製品の故障と診断された場合には、以下の手順にて修理を依頼してください。 
お客様：故障発生 
 添付の修理依頼書へ必要事項をご記入のうえ、修理依頼書と故障製品を販売元まで送付してくださ

い。修理依頼書は、迅速な修理を行うためにも詳しくご記入願います。 

販売元：故障内容確認 
 故障内容を確認のうえ、修理依頼書と故障製品を以下の住所まで送付してください。 

 〒532-0003  大阪市淀川区宮原4丁目1-6  アクロス新大阪ビル 
 株式会社ルネサス ソリューションズ  ツールビジネス本部  生産管理課 
 TEL：(06)6398-6326  FAX：(06)6398-6193  

株式会社ルネサス ソリューションズ：修 理 
 故障した製品を修理のうえ、返送いたします。 

 

 
製品の輸送方法に関して： 

  修理のために本製品を輸送される場合、本製品の梱包箱、クッション材を用いて精密機器扱

いで発送してください。製品の梱包が不十分な場合、輸送中に損傷する恐れがあります。や

むをえず他の手段で輸送する場合、精密機器として厳重に梱包してください。また製品を梱

包する場合、必ず製品添付の導電性ポリ袋(通常青色の袋)をご使用ください。他の袋を使用

した場合、静電気の発生などにより製品に別の故障を引き起こす恐れがあります。 
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